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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　地上波公共移動通信ネットワーク（ＰＬＭＮ）におけるセルを測定するための方法であ
って、
　ライセンスされていないキャリア周波数上でセルの強化型発見基準信号（ｅＤＲＳ）を
受信することと、ここにおいて前記ｅＤＲＳは、少なくとも、基準信号送信または同期信
号送信を備え、前記基準信号送信は、共通基準信号（ＣＲＳ）およびチャネル状態情報基
準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）を含む、
　構成を受信することと、ここにおいて前記構成は、サービングセルからのサービングＰ
ＬＭＮの、プライマリ同期信号送信、セカンダリ同期信号送信、および共通基準信号送信
に関する、
　前記サービングセルに関連付けられた前記構成に少なくとも部分的に基づいて前記セル
に関する前記ｅＤＲＳの測定を遂行することと、ここにおいて前記ｅＤＲＳの測定を遂行
することは、前記構成の１つまたは複数のパラメータに少なくとも部分的に基づく、
　前記サービングセルに前記ｅＤＲＳの前記測定の値を報告することと、ここにおいて前
記ｅＤＲＳの前記測定の値を報告することは、前記サービングセルにＣＲＳ測定値および
ＣＳＩ－ＲＳ測定値を報告することを備える、
　前記ＣＲＳ測定値と前記ＣＳＩ－ＲＳ測定値との間の差がしきい値差内にあるかどうか
を決定するために前記ＣＳＩ－ＲＳ測定値と前記ＣＲＳ測定値を比較することと、ここに
おいて前記ＣＲＳ測定値および前記ＣＳＩ－ＲＳ測定値を報告することは、前記差が前記
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しきい値差内にあると決定することに少なくとも部分的に基づく、
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記構成を受信することをさらに備え、前記構成は、前記サービングセルからのサービ
ングＰＬＭＮのｅＤＲＳ送信に関し、前記ｅＤＲＳの測定を遂行することは、前記構成の
１つまたは複数のパラメータに少なくとも部分的に基づく、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記１つまたは複数のパラメータは、ＣＳＩ－ＲＳとして送信された前記ｅＤＲＳ送信
に関して識別されたスクランブリング識別子、リソースインデックス、またはサブフレー
ムオフセットのうちの１つまたは複数に対応する、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記サービングセルからサービングＰＬＭＮのＰＬＭＮ　ＩＤを受信することと、
　前記ＰＬＭＮ　ＩＤに少なくとも部分的に基づいて前記構成を決定することと、ここに
おいて前記構成は、前記サービングＰＬＭＮのＣＳＩ－ＲＳとして送信されたｅＤＲＳに
関する、
　をさらに備え、
　前記ｅＤＲＳの測定を遂行することは、前記構成の１つまたは複数のパラメータに少な
くとも部分的に基づく、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記１つまたは複数のパラメータは、前記ＣＳＩ－ＲＳに関して識別されたスクランブ
リング識別子、リソースインデックス、またはサブフレームオフセットのうちの１つまた
は複数に対応する、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記サービングセルからサービングＰＬＭＮのＰＬＭＮ　ＩＤを受信することと、
　前記ＰＬＭＮ　ＩＤに少なくとも部分的に基づいて前記構成を決定することと、ここに
おいて前記構成は、前記サービングＰＬＭＮの、プライマリ同期信号送信、セカンダリ同
期信号送信、または共通基準信号送信に関する、
　をさらに備え、
　前記ｅＤＲＳの測定を遂行することは、前記構成の１つまたは複数のパラメータに少な
くとも部分的に基づく、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　地上波公共移動通信ネットワーク（ＰＬＭＮ）におけるセルを測定するためのユーザ機
器であって、
　ライセンスされていないキャリア周波数上でセルの強化型発見基準信号（ｅＤＲＳ）を
受信するための手段と、ここにおいて前記ｅＤＲＳは、少なくとも、基準信号送信または
同期信号送信を備え、前記基準信号送信は、共通基準信号（ＣＲＳ）およびチャネル状態
情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）を含む、
　サービングセルに関連付けられた構成に少なくとも部分的に基づいて前記セルに関する
前記ｅＤＲＳの測定を遂行するための手段と、
　前記サービングセルに前記ｅＤＲＳの前記測定の値を報告するための手段と、ここにお
いて前記報告するための手段は、前記サービングセルにＣＲＳ測定値およびＣＳＩ－ＲＳ
測定値を報告する、
　前記構成を受信するための手段と、ここにおいて前記構成は、前記サービングセルから
のサービングＰＬＭＮの、プライマリ同期信号送信、セカンダリ同期信号送信、および共
通基準信号送信に関し、前記遂行するための手段は、前記構成の１つまたは複数のパラメ
ータに少なくとも部分的に基づいて前記ｅＤＲＳの測定を遂行する、
　前記ＣＲＳ測定値と前記ＣＳＩ－ＲＳ測定値との間の差がしきい値差内にあるかどうか
を決定するために前記ＣＳＩ－ＲＳ測定値と前記ＣＲＳ測定値を比較するための手段と、
ここにおいて前記ＣＲＳ測定値および前記ＣＳＩ－ＲＳ測定値を報告することは、前記差
が前記しきい値差内にあると決定することに少なくとも部分的に基づく、
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　を備える、ユーザ機器。
【請求項８】
　前記構成を受信するための手段をさらに備え、前記構成は、前記サービングセルからの
サービングＰＬＭＮのｅＤＲＳ送信に関し、前記遂行するための手段は、前記構成の１つ
または複数のパラメータに少なくとも部分的に基づいて前記ｅＤＲＳの測定を遂行する、
請求項７に記載のユーザ機器。
【請求項９】
　前記サービングセルからサービングＰＬＭＮのＰＬＭＮ　ＩＤを受信するための手段と
、
　前記ＰＬＭＮ　ＩＤに少なくとも部分的に基づいて前記構成を決定するための手段と、
ここにおいて前記構成は、前記サービングＰＬＭＮのＣＳＩ－ＲＳとして送信されたｅＤ
ＲＳに関する、
　をさらに備え、
　前記遂行するための手段は、前記構成の１つまたは複数のパラメータに少なくとも部分
的に基づいて前記ｅＤＲＳの測定を遂行する、請求項７に記載のユーザ機器。
【請求項１０】
　前記サービングセルからサービングＰＬＭＮのＰＬＭＮ　ＩＤを受信するための手段と
、
　前記ＰＬＭＮ　ＩＤに少なくとも部分的に基づいて前記構成を決定するための手段と、
ここにおいて前記構成は、前記サービングＰＬＭＮの、プライマリ同期信号送信、セカン
ダリ同期信号送信、または共通基準信号送信に関する、
　をさらに備え、
　前記遂行するための手段は、前記構成の１つまたは複数のパラメータに少なくとも部分
的に基づいて前記ｅＤＲＳの測定を遂行する、請求項７に記載のユーザ機器。
【請求項１１】
　地上波公共移動通信ネットワーク（ＰＬＭＮ）におけるセルを測定するためのコンピュ
ータ実行可能コードを備えるコンピュータ可読記憶媒体であって、前記コードは、
　ライセンスされていないキャリア周波数上でセルの強化型発見基準信号（ｅＤＲＳ）を
受信するためのコードと、ここにおいて前記ｅＤＲＳは、少なくとも、基準信号送信また
は同期信号送信を備え、前記基準信号送信は、共通基準信号（ＣＲＳ）およびチャネル状
態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）を含む、
　サービングセルに関連付けられた構成に少なくとも部分的に基づいて前記セルに関する
前記ｅＤＲＳの測定を遂行するためのコードと、
　前記サービングセルに前記ｅＤＲＳの前記測定の値を報告するためのコードと、ここに
おいて前記ｅＤＲＳの前記測定の値を報告するためのコードは、前記サービングセルにＣ
ＲＳ測定値およびＣＳＩ－ＲＳ測定値を報告する、
　前記構成を受信するためのコードと、ここにおいて前記構成は、前記サービングセルか
らのサービングＰＬＭＮの、プライマリ同期信号送信、セカンダリ同期信号送信、および
共通基準信号送信に関し、前記遂行するためのコードは、前記構成の１つまたは複数のパ
ラメータに少なくとも部分的に基づいて前記ｅＤＲＳの測定を遂行する、
　前記ＣＲＳ測定値と前記ＣＳＩ－ＲＳ測定値との間の差がしきい値差内にあるかどうか
を決定するために前記ＣＳＩ－ＲＳ測定値と前記ＣＲＳ測定値を比較するためのコードと
、ここにおいて前記ＣＲＳ測定値および前記ＣＳＩ－ＲＳ測定値を報告することは、前記
差が前記しきい値差内にあると決定することに少なくとも部分的に基づく、
　を備える、コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項１２】
　コンピュータまたは１つまたは複数のプロセッサによってアクセスされおよび読み取ら
れ得、実行されているときに、前記コンピュータまたは前記１つまたは複数のプロセッサ
に、請求項１－６のうちのいずれかにしたがった方法を遂行させるコンピュータ可読コー
ドおよび／または命令を備える、コンピュータプログラム。
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【発明の詳細な説明】
【関連出願の相互参照】
【０００１】
　[0001]　本特許出願は、２０１４年１１月２６日に出願された、「NETWORK IDENTIFICA
TION BASED ON DISCOVERY REFERENCE SIGNALS IN WIRELESS COMMUNICATIONS」と題する仮
出願第６２／０８５，１８８、および、２０１５年１１月２４日に出願された、「NETWOR
K IDENTIFICATION BASED ON DISCOVERY REFERENCE SIGNALS IN WIRELESS COMMUNICATIONS
」と題する米国特許出願第１４／９５０，７２７号に対する優先権を主張し、それらは、
それらの全体において、本明細書に参照によって明示的に組み込まれる。
【背景技術】
【０００２】
　[0002]　概して、通信システム、より具体的には、ワイヤレス通信システムにおいて送
信される基準信号を処理することに関する態様が、本明細書で説明される。
【０００３】
　[0003]　ワイヤレス通信システムは、音声、データ、マルチメディアなど、様々なタイ
プの通信コンテンツを提供するために広く展開されている。一般的なワイヤレス通信シス
テムは、利用可能なシステムリソース（例えば、帯域幅、送信電力など）を共有すること
によって複数のユーザとの通信をサポートすることができる多元接続システムである。そ
のような多元接続システムの例は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）システム、時分割多元
接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）システム、直交周波数分割
多元接続（ＯＦＤＭＡ）システム、およびその他を含む。これらのシステムは、第３世代
パートナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ（登録商標））、３ＧＰＰロングタームエボリ
ューション（ＬＴＥ（登録商標））、ウルトラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ）、エボ
リューションデータオプティマイズド（Evolution Data Optimized）(ＥＶ－ＤＯ)、米国
電気電子学会（Institute of Electrical and Electronics Engineers）（ＩＥＥＥ）な
どのような仕様に準拠して、しばしば展開される。
【０００４】
　[0004]　セルラネットワークにおいて、「マクロセル」基地局は、ある地理的エリアに
わたって大きい数のユーザに接続性およびカバレッジを提供する。マクロネットワーク展
開は、地理的領域にわたって良好なカバレッジを用意するように、入念に計画され、設計
され、および実現される（implemented）。しかしながら、そのような入念な計画であっ
ても、特に屋内の環境において、フェーディング、マルチパス、シャドーイングなどのよ
うなチャネル特性に、完全に適応することはできない。したがって、屋内のユーザはしば
しば、不十分なユーザ体験（poor user experience）をもたらすカバレッジの問題（例え
ば、通話停止および品質劣化）に、直面する。加えて、マクロセルは、高い数のユーザに
対する無線リソースに、十分に適応することが可能でない場合がある。
【０００５】
　[0005]　居住家屋およびオフィスビルの場合のような、屋内のまたは他の特定の地理的
カバレッジを改善するために、および／または、マクロセルからのネットワークトラフィ
ックをオフロード（offload）するために、一般的にマクロセル基地局より低電力で動作
する、追加の「スモールセル」基地局が、従来のマクロネットワークを補完するために展
開されたおよび展開されている。スモールセル基地局はまた、漸進的な（incremental）
容量増大、より豊かなユーザ体験、などを提供し得る。追加として、ＬＴＥにおいて、ス
モールセルは、ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）技術によって使用さ
れるライセンスされていない国内情報インフラストラクチャ（Ｕ－ＮＩＩ）帯域のような
、ライセンスされていない周波数スペクトルに拡張されている。スモールセルＬＴＥ動作
のこの拡張は、スペクトル効率および今後ＬＴＥシステムの容量を増加するために、設計
される。これはまた、同じ周波数で動作する複数の地上波公共移動通信ネットワーク（Ｐ
ＬＭＮ：public land mobile networks）に関連する複数のスモールセルをもたらすこと
ができる。
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【０００６】
　[0006]　現在、ライセンスされていない周波数におけるそのようなスモールセルと通信
するように構成されたデバイスは、各スモールセルの下層ＰＬＭＮを区別することが可能
でない場合があり、それゆえ、そのデバイスに関連付けられた現在のＰＬＭＮの外部の１
つまたは複数のスモールセルとの通信を確立することを試み得る。これは、デバイスがハ
ンドオーバするまたはキャリアを追加することができない場合があるセルの測定だけでな
く、異なるＰＬＭＮに属しているスモールセルに対してハンドオーバするために、異なる
ＰＬＭＮに属しているセカンダリセルキャリアを(例えば、キャリアアグリゲーションに
おいて)追加する、などのためのデバイスによる失敗した試みをもたらす場合がある。
【発明の概要】
【０００７】
　[0007]　以下は、１つまたは複数の態様の基本的な理解を提供するために、そのような
態様の簡略化された概要を提示する。この概要は、全ての考慮された態様の広範な概観で
はなく、全ての態様の鍵となる要素または重要な要素を識別することも、任意の態様また
は全ての態様の範囲を詳述することも意図されない。その唯一の目的は、後に提示される
より詳細な説明への前置きとして、簡略化された形態で、１つまたは複数の態様のいくつ
かの概念を、提示することである。
【０００８】
　[0008]　ネットワークノードに関連付けられたネットワークを識別するために、ネット
ワークノードによって送信された強化型発見基準信号（ｅＤＲＳ：enhanced discovery r
eference signals）を利用するための方法、装置、およびコンピュータプログラムに関連
する様々な態様が、本明細書で説明される。例えば、ユーザ機器（ＵＥ）は、１つまたは
複数のネットワークノードに関連付けられたネットワークの決定に対して、サービングネ
ットワークノードに、１つまたは複数のネットワークノードに関するあるｅＤＲＳ信号を
報告することができる。別の例において、ネットワークノードは、あるパラメータを用い
てｅＤＲＳを送信することができ、および／または、パラメータに基づいてｅＤＲＳを受
信するようにＵＥを構成することができ、ここにおいて、パラメータは、所与のネットワ
ークのネットワークノードの間で共通であることができる。例えば、ｅＤＲＳは、周期的
または擬似周期的パターンに従って、ある構成されたリソース上で、あるタイミングで、
などで送信されることができる。それゆえ、ＵＥは、ｅＤＲＳに関連付けられたパラメー
タを決定することに基づいて、１つまたは複数のセルからの信号を測定し得、および、ハ
ンドオーバ、キャリアアグリゲーションにおけるキャリア追加などのために、１つまたは
複数のセルを考慮するためにサービングセルに測定値を報告し得る。そのようなものとし
て、１つの限定されない例において、本明細書で説明される態様は、ＵＥが、区別された
（differentiated）信号測定を遂行すること、例えば、同じ地上波公共移動通信ネットワ
ーク（ＰＬＭＮ）の近隣セルに対して遂行された測定対他のＰＬＭＮに関連付けられた近
隣セルに対して遂行された測定間を区別する（differentiate）こと、を可能にし得る。
【０００９】
　[0009]　一態様において、地上波公共移動通信ネットワーク（ＰＬＭＮ）におけるセル
を測定するための方法が、提供される。方法は、ライセンスされていないキャリア周波数
上でセルのｅＤＲＳを受信することと、ここにおいて、ｅＤＲＳは、少なくとも、基準信
号送信または同期信号送信を備え、サービングセルに関連付けられた構成に少なくとも部
分的に基づいてセルに関するｅＤＲＳの測定（measurements）を遂行することと、サービ
ングセルにｅＤＲＳの測定値（measurements）を報告することと、を含む。
【００１０】
　[0010]　別の態様において、ＰＬＭＮにおけるセルを測定するためのユーザ機器が、提
供される。ユーザ機器は、トランシーバと、ワイヤレスネットワークにおいて信号を通信
するためにバスを介してトランシーバと通信可能に結合された少なくとも１つのプロセッ
サと、バスを介して少なくとも１つのプロセッサおよび／またはトランシーバと通信可能
に結合されたメモリと、を含む。少なくとも１つのプロセッサおよびメモリは、トランシ
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ーバを介して、ライセンスされていないキャリア周波数上でセルのｅＤＲＳを受信するこ
とと、ここにおいて、ｅＤＲＳは、少なくとも、基準信号送信または同期信号送信を備え
、サービングセルに関連付けられた構成に少なくとも部分的に基づいてセルに関するｅＤ
ＲＳの測定を遂行することと、トランシーバを介して、サービングセルにｅＤＲＳの測定
値を報告することと、を行うように動作可能である。
【００１１】
　[0011]　さらなる態様において、ＰＬＭＮにおけるセルを測定するためのユーザ機器が
、提供される。ユーザ機器は、ライセンスされていないキャリア周波数上でセルのｅＤＲ
Ｓを受信するための手段と、ここにおいて、ｅＤＲＳは、少なくとも、基準信号送信また
は同期信号送信を備え、サービングセルに関連付けられた構成に少なくとも部分的に基づ
いてセルに関するｅＤＲＳの測定を遂行するための手段と、サービングセルにｅＤＲＳの
測定値を報告するための手段と、を含む。
【００１２】
　[0012]　さらに別の態様において、ＰＬＭＮにおけるセルを測定するためのコンピュー
タ実行可能コードを含むコンピュータ可読記憶媒体が、提供される。コードは、ライセン
スされていないキャリア周波数上でセルのｅＤＲＳを受信するためのコードと、ここにお
いて、ｅＤＲＳは少なくとも基準信号送信または同期信号送信を備え、サービングセルに
関連付けられた構成に少なくとも部分的に基づいてセルに関するｅＤＲＳの測定を遂行す
るためのコードと、サービングセルにｅＤＲＳの測定値を報告するためのコードと、を含
む。
【００１３】
　[0013]　前述した目的および関連する目的の達成のために、１つまたは複数の態様は、
本明細書において後に十分に説明され、特許請求の範囲において特に指摘される特徴を備
える。次の説明および付属の図面は、１つまたは複数の態様のある例示的な特徴を詳細に
記載する。しかしながら、これらの特徴は、様々な態様の原理が用いられ得る様々な手法
のほんの一部を示すものであり、この説明は、そのような全ての態様およびそれらの同等
物を含むことを意図される。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
　[0014]　本明細書で説明される態様のより十分な理解を容易にするために、参照は、こ
こで、付随の図面に対して為され、それにおいて、同じ要素は、同じ符号で参照される。
これらの図面は、本開示を限定するように解釈されるべきではなく、例示であることのみ
を意図される。
【図１】[0015]　図１は、本明細書で説明される態様に従った、電気通信システムの例を
概念的に例示するブロック図を示す。
【図２】[0016]　図２は、アクセスネットワークの例を例示する図である。
【図３】[0017]　図３は、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）におけるダウンリン
ク（ＤＬ）フレーム構造の例を例示する図である。
【図４】[0018]　図４は、ＬＴＥにおけるアップリンク（ＵＬ）フレーム構造の例を例示
する図である。
【図５】［0019］　図５は、ユーザプレーンおよび制御プレーンに対する無線プロトコル
アーキテクチャの例を例示する図である。
【図６】[0020]　図６は、アクセスネットワークにおける発展型ノードＢおよびユーザ機
器の例を例示する図である。
【図７】［0021］　図７は、本明細書で説明される態様に従った、強化型発見基準信号（
ｅＤＲＳ）を、通信するための例となるシステムを例示する図である。
【図８】[0022]　図８は、ｅＤＲＳの測定値（measurements）を受信および報告するため
の例となる方法のフローチャートである。
【図９】[0023]　図９は、ｅＤＲＳを送信および／またはそれの測定値（measurements）
を受信するための例となる方法のフローチャートである。
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【発明を実施するための形態】
【００１５】
　[0024]　添付された図面に関連して、以下に記載の詳細な説明は、様々な構成の説明と
して意図され、本明細書において説明される概念が実施され得る唯一の構成を表すように
は意図されない。詳細な説明は、様々な概念の完全な理解を提供することを目的とした特
定の詳細を含む。しかしながら、これらの概念がこれらの特定の詳細なしに実施され得る
ことは、当業者にとって明らかであろう。いくつかの例において、そのような概念をあい
まいにすることを避けるために、よく知られた構造およびコンポーネントが、ブロック図
形式で示される。
【００１６】
　[0025]　ここで、電気通信システムのいくつかの態様が、様々な装置および方法を参照
して提示されるであろう。これらの装置および方法は、以下の詳細な説明において説明さ
れ、付随の図面において、様々なブロック、モジュール、コンポーネント、回路、ステッ
プ、処理、アルゴリズムなど（集合的には「要素」と称される）により例示されることに
なる。これらの要素は、電子ハードウェア、コンピュータソフトウェア、またはそれらの
任意の組み合わせを使用して実現され得る。そのような要素がハードウェアとしてまたは
ソフトウェアとして実現されるかどうかは、特定のアプリケーションおよびシステム全体
上に課せられる設計制約に依存する。
【００１７】
　[0026]　例として、要素または要素の任意の一部、または要素の任意の組み合わせは、
１つまたは複数のプロセッサを含む「処理システム」を用いて実現され得る。プロセッサ
の例は、マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ
）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、プログラマブル論理デバイス
（ＰＬＤ）、ステートマシン、ゲート論理、離散ハードウェア回路、および本開示全体に
わたって説明される様々な機能性を遂行するように構成された他の適切なハードウェアを
含む。処理システム中の１つまたは複数のプロセッサは、ソフトウェアを実行し得る。ソ
フトウェアは、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロコード、ハード
ウェア記述言語、またはその他の名称で称されるかどうかにかかわらず、命令、命令セッ
ト、コード、コードセグメント、プログラムコード、プログラム、サブプログラム、ソフ
トウェアモジュール、アプリケーション、ソフトウェアアプリケーション、ソフトウェア
パッケージ、ルーチン、サブルーチン、オブジェクト、実行ファイル（executables）、
実行スレッド、プロシージャ、関数などを意味するように広く解釈されるべきである。
【００１８】
　[0027]　それに応じて、１つまたは複数の態様において、説明された機能は、ハードウ
ェア、ソフトウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組み合わせにおいて実現さ
れ得る。ソフトウェアにおいて実現される場合、機能は、コンピュータ可読媒体上で１つ
または複数の命令またはコードとして記憶されまたは符号化され得る。コンピュータ可読
媒体は、コンピュータ記憶媒体を含む。記憶媒体は、コンピュータによってアクセスされ
ることができる任意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、そのようなコ
ンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）、ＣＤ－ＲＯＭまた
は他の光学ディスクストレージ、磁気ディスクストレージまたは他の磁気ストレージデバ
イス、または、命令またはデータ構造の形式で所望のプログラムコードを搬送または記憶
するために使用されることができ、コンピュータによってアクセスされることができる任
意の他の媒体を備えることができる。上記の組み合わせはまた、コンピュータ可読媒体の
範囲内に含まれるべきである。
【００１９】
　[0028]　本明細書において、セルに関連付けられた地上波公共移動通信ネットワーク（
ＰＬＭＮ）を識別するために、セルの強化型発見基準信号（ｅＤＲＳ）を利用することに
関する様々な態様が、説明される。以下により詳細に解説されるように、ｅＤＲＳは、Ｄ
ＲＳ（例えば、共通基準信号（ＣＲＳ）、プライマリ同期信号（ＰＳＳ）、セカンダリ同
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期信号（ＳＳＳ）、チャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）、および／またはそのよ
うなもののうちの１つまたは複数のような任意の基準信号）に類似し得、しかし、ｅＤＲ
Ｓが、周期的であり得、および、ライセンスされていないスペクトル上の無線アクセス技
術においてＤＲＳにしばしば求められているリッスン・ビフォー・トーク（listen-befor
e-talk）またはクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）を条件にし得ないという点で、お
よび／または、ｅＤＲＳが、ＰＬＭＮ識別子（ＩＤ）に明示的にまたは黙示的にリンクさ
れ得る強制（mandatory）ＣＳＩ-ＲＳを有し得るという点で、異なり得る。そのように、
限定されない一例において、本明細書で説明される態様は、ＵＥが、区別された信号測定
を遂行すること、例えば、ｅＤＲＳの利用に基づいて、同じＰＬＭＮの近隣セルに対して
遂行される測定対他のＰＬＭＮに関連付けられた近隣セルに対して遂行される測定間で区
別すること、を可能にし得る。
【００２０】
　[0029]　例えば、ＰＬＭＮ内のセルは、あるパラメータに従ってｅＤＲＳを送信するよ
うに構成されることができる。ユーザ機器（ＵＥ）は、ハンドオーバ、キャリアアグリゲ
ーションにおけるキャリア追加などに関して、サービング発展型ノードＢ（または、別の
タイプのアクセスポイントまたは関連セル）によって、１つまたは複数の近隣セルを決定
するために近隣セルのｅＤＲＳを測定および報告するように構成されることができる。一
例において、ＵＥは、近隣セルからのある複数のｅＤＲＳの測定値を報告するように構成
されることができ、それは、どのｅＤＲＳが所与の近隣セルに属するか決定するために比
較されることができる。別の例において、セルは、ＰＬＭＮにおけるセルに共通な構成を
使用して少なくともいくつかのｅＤＲＳを送信することができる。それに応じて、ＵＥは
、ＵＥをハンドオーバするかどうか、キャリアアグリゲーションでＵＥに対するキャリア
を追加するかどうか、などを決定する時においてサービングｅＮＢがＰＬＭＮにおけるセ
ルからの測定を考慮するように、その構成に対応するｅＤＲＳを測定および報告するよう
に構成されることができる。例えば、セルは、ある構成されたリソースを使用して、ある
タイミングを使用して、などで、ある周期的パターンまたは擬似周期的パターンに従って
ｅＤＲＳを送信することができ、それは、ＵＥによって遂行された測定に基づいて、サー
ビングセルと同じＰＬＭＮにおけるセルからのｅＤＲＳを検出するために使用されること
ができる。
【００２１】
　[0030]　上記およびさらにここで説明されるように、同じＰＬＭＮにおけるセルのｅＤ
ＲＳおよび他のＰＬＭＮにおけるそれとの間で区別することは、異なるＰＬＭＮにおける
セルに対するキャリアアグリゲーションにおけるキャリアの追加および／またはハンドオ
ーバの回避を可能にし得る。このアプローチは、ネットワークプランニングを要求し得、
新しいセルが追加されるときにスケーラブルでない場合があるので、これは、ＰＣＩ混乱
が回避されるようにネットワークオペレータがエリア内でＰＣＩを区分する物理セル識別
子（ＰＣＩ）区分（partitioning）のような他のアプローチに対して、有益であることが
できる。その上、例えば、これは、ＵＥが、検出されたあらゆるセルに対して追加のシス
テム情報を読み取ることを要求し得、それは、追加のシステム情報を復号することに関連
付けられた付加的な処理／複雑性（complexity）、システム情報を読み取るための無線ネ
ットワーク一時識別子（ＲＮＴＩ）の割り振りなどを要求するので、本明細書で説明され
る態様は、ＰＬＭＮを示すためのシステム情報ブロードキャスティングを使用することに
対して、有益であることができる。
【００２２】
　[0031]　まず図１を参照すると、本明細書で説明される態様に従って、図はワイヤレス
通信システム１００の例を例示する。ワイヤレス通信システム１００は、複数のアクセス
ポイント（例えば、基地局、ｅＮＢ、または、ＷＬＡＮアクセスポイント）１０５、多数
のユーザ機器（ＵＥ）１１５、およびコアネットワーク１３０を含む。アクセスポイント
１０５は、１つまたは複数のＵＥ１１５にｅＤＲＳを送信し、および／または、１つまた
は複数のＰＬＭＮにおいて他のアクセスポイント１０５からのｅＤＲＳを受信しおよび処
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理するためにＵＥ１１５を構成するように構成された通信コンポーネント６０２を、含み
得る。ＵＥ１１５は、１つまたは複数のアクセスポイント１０５からのｅＤＲＳ、および
／または、サービングアクセスポイント１０５と同じＰＬＭＮにおける１つまたは複数の
アクセスポイント１０５に関連付けられるｅＤＲＳを測定するためにｅＤＲＳを受信およ
び処理することに関連する構成を受信するための通信コンポーネント６６１を含むことが
できる。
【００２３】
　[0032]　アクセスポイント１０５のいくつかは、基地局コントローラ（示されていない
）の制御下においてＵＥ１１５と通信し得、それは、様々な例においてコアネットワーク
１３０またはあるアクセスポイント１０５（例えば、基地局またはｅＮＢ）の一部であり
得る。アクセスポイント１０５は、バックホールリンク１３２を通じてコアネットワーク
１３０と制御情報および／またはユーザデータを通信し得る。例において、アクセスポイ
ント１０５は、バックホールリンク１３４を介して、直接的または間接的に互いに通信し
得、それは、ワイヤードまたはワイヤレス通信リンクであり得る。ワイヤレス通信システ
ム１００は、複数のキャリア（異なる周波数の波形信号）上での動作をサポートし得る。
マルチキャリア送信機は、複数のキャリア上で、変調された信号を同時に送信することが
できる。例えば、各通信リンク１２５は、上述された様々な無線技術に従って変調された
マルチキャリア信号であり得る。各変調された信号は、異なるキャリア上で送られ得、制
御情報（例えば、基準信号、制御チャネル、など）、オーバヘッド情報、データ、などを
搬送し得る。
【００２４】
　[0033]　これに関して、ＵＥ１１５は、キャリアアグリゲーション（ＣＡ）（例えば、
１つのアクセスポイント１０５を用いて）および／または複数の接続性（例えば、複数の
アクセスポイント１０５を用いて）を使用して、複数のキャリアにわたって、１つまたは
複数のアクセスポイント１０５と通信するように構成されることができる。いずれにして
も、ＵＥ１１５は、ＵＥ１１５とアクセスポイント１０５との間におけるアップリンク通
信およびダウンリンク通信をサポートするように構成された少なくとも１つのプライマリ
セル(Ｐセル)で構成されることができる。ＵＥ１１５と所与のアクセスポイント１０５と
の間における各通信リンク１２３に対してＰセルが存在し得ることが、十分に理解される
べきである。加えて、通信リンク１２５の各々は、同様に、アップリンク通信および／ま
たはダウンリンク通信をサポートすることができる１つまたは複数のセカンダリセル（Ｓ
セル）を有することができる。いくつかの例において、Ｐセルは、少なくとも制御チャネ
ルを通信するために使用されることができ、およびＳセルは、データチャネルを通信する
ために使用されることができる。
【００２５】
　[0034]　アクセスポイント１０５は、１つまたは複数のアクセスポイントアンテナを介
してＵＥ１１５とワイヤレスで通信し得る。アクセスポイント１０５のサイトの各々は、
それぞれのカバレッジエリア１１０に対して通信カバレッジを提供し得る。いくつかの例
において、アクセスポイント１０５は、ベーストランシーバ局、無線基地局、無線トラン
シーバ、基本サービスセット（ＢＳＳ）、拡張サービスセット（ＥＳＳ）、ノードＢ、ｅ
ノードＢ、ホームノードＢ、ホームｅノードＢ、または何らかの他の適した専門用語で称
され得る。基地局のためのカバレッジエリア１１０は、カバレッジエリア（示されない）
の一部のみを構築するセクタに分割され得る。ワイヤレス通信システム１００は、異なる
タイプのアクセスポイント１０５（例えば、マクロ、マイクロ、および／またはピコ基地
局）を含み得る。アクセスポイント１０５はまた、セルラおよび／またはＷＬＡＮ無線ア
クセス技術（ＲＡＴ）のような異なる無線技術を利用し得る。アクセスポイント１０５は
、同じまたは異なるアクセスネットワークまたはオペレータ展開に関連付けられ得る。同
じまたは異なるタイプのアクセスポイント１０５のカバレッジエリアを含み、同じまたは
異なる無線技術を利用し、および／または、同じまたは異なるアクセスネットワークに属
する異なるアクセスポイント１０５のカバレッジエリアは、重複し得る。
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【００２６】
　[0035]　ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワーク通信システムにおいて、発展型ノードＢ（ｅ
ノードＢまたはｅＮＢ）という用語は、概して、アクセスポイント１０５を説明するため
に使用され得る。ワイヤレス通信システム１００は、異なるタイプのアクセスポイントが
様々な地理的領域に対してカバレッジを提供する異種ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークで
あり得る。例えば、各アクセスポイント１０５は、マクロセル、ピコセル、フェムトセル
、および／または他のタイプのセルに対して通信カバレッジを提供し得る。ピコセル、フ
ェムトセルおよび／または他のタイプのセルのようなスモールセルは、低電力ノードすな
わちＬＰＮを含み得る。マクロセルは、比較的大きい地理的エリア（例えば、半径数キロ
メートル）をカバーすることができ、ネットワークプロバイダとのサービスに加入してい
るＵＥ１１５による無制限のアクセスを可能にし得る。スモールセルは、マクロセルに対
して比較的より小さい地理的エリアをカバーすることができる。さらに、スモールセルは
、ネットワークプロバイダとのサービスに加入しているＵＥ１１５による無制限のアクセ
スを可能にし得、例えば、および／または、スモールセル（例えば、クローズド加入者グ
ループ（ＣＳＧ）内のＵＥ、家屋内のユーザのためのＵＥ、およびそのようなもの）との
関連を有するＵＥ１１５による制限されたアクセスもまた提供し得る。マクロセルのため
のｅＮＢは、マクロｅＮＢと称され得る。スモールセルのためのｅＮＢは、スモールセル
ｅＮＢと称され得る。ｅＮＢは、１つまたは複数（例えば、２つ、３つ、４つ、など）の
セルをサポートし得る。本明細書で概して使用されるような、ｅＮＢという用語は、マク
ロｅＮＢおよび／またはスモールセルｅＮＢに関連し得る。一例において、スモールセル
は、「ライセンスされていない」周波数帯またはスペクトルにおいて動作し得、それは、
１つまたは複数のワイヤレスワイドエリアネットワーク（ＷＷＡＮ）技術による使用のた
めにライセンスされていない無線周波数（ＲＦ）空間の一部を指す（refer to）ことがで
きるが、他の通信技術（例えば、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）のようなワイヤレスローカルエ
リアネットワーク（ＷＬＡＮ）技術）によって使用される場合も、または、使用されない
場合もある。その上、「ライセンスされていない」周波数帯またはスペクトル内で使用す
るようにそれの動作を提供する、適合するまたは拡張するネットワークまたはデバイスは
、競合ベースの無線周波数帯域またはスペクトルにおいて動作するように構成されるネッ
トワークまたはデバイスを指し得る。加えて、例示の目的のために、以下の説明は、適切
な場合における例として、ライセンスされていない帯域上で動作しているＬＴＥシステム
に対していくつかの点において言及し得、だがしかし、そのような説明が他のセルラ通信
技術を除外することを意図しないことを、十分に理解されるべきである。ライセンスされ
ていない帯域上におけるＬＴＥはまた、周辺の文脈において、ライセンスされていないス
ペクトルにおけるＬＴＥ／ＬＴＥアドバンスド、または、単にＬＴＥと、本明細書では称
され得る。
【００２７】
　[0036]　コアネットワーク１３０は、１つまたは複数のバックホールリンク１３２（例
えば、Ｓ１インターフェイスなど）を介して、ｅＮＢまたは他のアクセスポイント１０５
と通信し得る。アクセスポイント１０５はまた、例えば、バックホールリンク１３４（例
えば、Ｘ２インターフェイスなど）を介して、および／または、バックホールリンク１３
２を介して（例えば、コアネットワーク１３０を通じて）、直接的または間接的にお互い
に通信し得る。ワイヤレス通信システム１００は、同期または非同期動作をサポートし得
る。同期動作に関して、アクセスポイント１０５は、類似したフレームタイミングを有し
得、異なるアクセスポイント１０５からの送信が時間的にほぼアラインされ（be approxi
mately aligned）得る。非同期動作に関して、アクセスポイント１０５は、異なるフレー
ムタイミングを有し得、異なるアクセスポイント１０５からの送信が時間的にアラインさ
れない場合がある。本明細書で説明される技法は、同期または非同期動作のいずれかに使
用され得る。
【００２８】
　[0037]　ＵＥ１１５は、ワイヤレス通信システム１００全体にわたって分散され、各Ｕ
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Ｅ１１５は、固定または移動式であり得る。ＵＥ１１５はまた、当業者によって、モバイ
ル局、加入者局、モバイルユニット、加入者ユニット、ワイヤレスユニット、遠隔ユニッ
ト、モバイルデバイス、ワイヤレスデバイス、ワイヤレス通信デバイス、遠隔デバイス、
モバイル加入者局、アクセス端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、遠隔端末、ハンドセ
ット、ユーザエージェント、モバイルクライアント、クライアント、または何らかの他の
適した専門用語で称され得る。ＵＥ１１５は、セルラ電話、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ワ
イヤレスモデム、ワイヤレス通信デバイス、ハンドヘルドデバイス、タブレットコンピュ
ータ、ラップトップコンピュータ、コードレス電話、腕時計またはメガネのようなウェア
ラブルアイテム、ワイヤレスローカルループ（ＷＬＬ）局、またはそのようなものであり
得る。ＵＥ１１５は、マクロｅＮＢ、スモールセルｅＮＢ、リレー、およびそのようなも
のと通信することが可能であり得る。ＵＥ１１５はまた、ＷＬＡＮアクセスネットワーク
、または、セルラまたは他のＷＷＡＮアクセスネットワークのような異なるアクセスネッ
トワーク上で通信することが可能であり得る。
【００２９】
　[0038]　ワイヤレス通信システム１００で示される通信リンク１２５は、ＵＥ１１５か
らアクセスポイント１０５へのアップリンク（ＵＬ）送信および／またはアクセスポイン
ト１０５からＵＥ１１５へのダウンリンク（ＤＬ）送信を含み得る。ダウンリンク送信は
また、順方向リンク送信と呼ばれ得、一方でアップリンク送信はまた、逆方向リンク送信
と呼ばれ得る。通信リンク１２５は、いくつかの例において通信リンク１２５において多
重化され得る１つまたは複数の階層的レイヤの送信を、搬送し得る。ＵＥ１１５は、例え
ば、多入力多出力（ＭＩＭＯ）、キャリアアグリゲーション（ＣＡ）、多地点協調（Ｃｏ
ＭＰ：Coordinated Multi-Point）、複数の接続性(例えば、１つまたは複数のアクセスポ
イント１０５の各々とのＣＡ)または他のスキームを通じて、複数のアクセスポイント１
０５と共同して（collaboratively）通信するように構成され得る。ＭＩＭＯ技法は、複
数のデータストリームを送信するために、アクセスポイント１０５上の複数のアンテナお
よび／またはＵＥ１１５上の複数のアンテナを使用する。キャリアアグリゲーションは、
データ送信のために同じまたは異なるサービングセル上で２以上のコンポーネントキャリ
アを利用し得る。ＣｏＭＰは、ネットワークおよびスペクトル利用を増加させるだけでな
く、ＵＥ１１５のための全送信品質を向上させるための、多数のアクセスポイント１０５
による送信および受信の協調のための技法を含み得る。
【００３０】
　[0039]　述べられたように、いくつかの例において、アクセスポイント１０５およびＵ
Ｅ１１５は、複数のキャリア上で送信するために、キャリアアグリゲーションを利用し得
る。いくつかの例において、アクセスポイント１０５およびＵＥ１１５は、２以上の別個
のキャリアを使用して、第１のサブフレームタイプをそれぞれ有する１つまたは複数のサ
ブフレームを、１つのフレームの内で、第１の階層的レイヤで、同時に送信し得る。各キ
ャリアは、例えば、２０ＭＨｚの帯域幅を有し得る、だけれども他の帯域幅が利用され得
る。例えば、４つの別個の２０ＭＨｚキャリアが、第１の階層的レイヤにおけるキャリア
アグリゲーションスキームで使用される場合、単一の８０ＭＨｚキャリアは、第２の階層
的レイヤにおいて使用され得る。８０ＭＨｚキャリアは、４つの２０ＭＨｚキャリアのう
ちの１つまたは複数によって使用される無線周波数スペクトルに少なくとも部分的に重複
する無線周波数スペクトルの一部を占有し得る。いくつかの例において、第２の階層的レ
イヤタイプのためのスケーラブルな（scalable）帯域幅は、さらに強化されたデータレー
トを提供するために、上述されたようなより短いＲＴＴを提供するための複合技法で有り
得る。
【００３１】
　[0040]　ワイヤレス通信システム１００によって用いられ得る異なる動作モードの各々
は、周波数分割複信（ＦＤＤ）または時間分割複信（ＴＤＤ）に従って動作し得る。いく
つかの例において、異なる階層的レイヤは、異なるＴＤＤモードまたはＦＤＤモードに従
って動作し得る。例えば、第１の階層的レイヤは、ＦＤＤに従って動作し得、その一方で
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第２の階層的レイヤは、ＴＤＤに従って動作し得る。いくつかの例において、ＯＦＤＭＡ
通信信号は、各階層的レイヤに対するＬＴＥダウンリンク送信のために通信リンク１２５
で使用され得、その一方でシングルキャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）通信
信号は、各階層的レイヤにおけるＬＴＥアップリンク送信のために通信リンク１２５で使
用され得る。そのようなシステムにおける通信に関連する他の特徴および機能は、次の図
を参照して以下に提供される。
【００３２】
　[0041]　図２は、ＬＴＥネットワークアーキテクチャ内におけるアクセスネットワーク
２００の例を例示する図である。この例において、アクセスネットワーク２００が、多数
のセルラ領域（セル）２０２に分割されている。１つまたは複数のスモールセルｅＮＢ２
０８は、セル２０２のうちの１つまたは複数と重複するセルラ領域２１０を有し得る。ス
モールセルｅＮＢ２０８は、スモールセル（例えば、ホームｅＮＢ（ＨｅＮＢ））、フェ
ムトセル、ピコセル、マイクロセル、または遠隔無線ヘッド（ＲＲＨ）を提供し得る。マ
クロｅＮＢ２０４は各々、それぞれのセル２０２に割り当てられ、セル２０２中の全ての
ＵＥ２０６に対してコアネットワーク１３０へのアクセスポイントを提供するように構成
される。一態様において、ｅＮＢ２０４および／またはスモールセルｅＮＢ２０８は、１
つまたは複数のＵＥ２０６にｅＤＲＳを送信するように、および／または、１つまたは複
数のＰＬＭＮにおける他のｅＮＢ２０４および／またはスモールセルｅＮＢ２０８からの
ｅＤＲＳを受信および処理するようにＵＥ２０６を構成するように、構成された通信コン
ポーネント６０２を含み得る。ＵＥ２０６は、１つまたは複数のｅＮＢ２０４および／ま
たはスモールセルｅＮＢ２０８からのｅＤＲＳを決定するためにｅＤＲＳを受信するため
の、および／または、サービングｅＮＢ２０４またはスモールセルｅＮＢ２０８と同じＰ
ＬＭＮにおけるｅＤＲＳを受信することおよび処理することに関連する構成を受信するた
めの、通信コンポーネント６６１を含み得る。アクセスネットワーク２００のこの例にお
いて示される集中コントローラは存在しないが、集中コントローラは、代替の構成におい
て使用され得る。ｅＮＢｓ２０４は、無線ベアラ制御、アドミッション制御、モビリティ
制御、スケジューリング、セキュリティ、およびサービングゲートウェイへの接続性を含
む、全ての無線に関連する機能を担う。
【００３３】
　[0042]　アクセスネットワーク２００によって用いられる変調および多元接続スキーム
は、展開されている特定の電気通信規格に依存して変化し得る。ＬＴＥアプリケーション
において、ＯＦＤＭが、ＤＬ上で使用され得、および、ＳＣ－ＦＤＭＡが、周波数分割複
信（ＦＤＤ）および時間分割複信（ＴＤＤ）の両方をサポートするために、ＵＬ上で使用
され得る。当業者が後に続く詳細な説明から簡単に十分に理解するように、本明細書で提
示される様々な概念は、ＬＴＥアプリケーションに対して良く適している。しかしながら
、これらの概念は、他の変調および多元接続技法を用いる他の電気通信規格に、容易に拡
張され得る。例として、これらの概念は、エボリューションデータオプティマイズド（Ev
olution-Data Optimized）（ＥＶ－ＤＯ）またはウルトラモバイルブロードバンド（ＵＭ
Ｂ）に拡張され得る。ＥＶ－ＤＯおよびＵＭＢは、ＣＤＭＡ２０００ファミリーの規格の
一部として、第３世代パートナーシッププロジェクト２（３ＧＰＰ２）によって公表され
たエアインターフェイス規格であり、モバイル局にブロードバンドインターネットアクセ
スを提供するために、ＣＤＭＡを用いる。これらの概念はまた、広帯域ＣＤＭＡ（Ｗ―Ｃ
ＤＭＡ（登録商標））およびＴＤ－ＳＣＤＭＡのようなＣＤＭＡの他の変形例を用いるユ
ニバーサル地上無線アクセス(ＵＴＲＡ)、ＴＤＭＡを用いるモバイル通信のためのグロー
バルシステム（ＧＳＭ（登録商標））、およびＯＦＤＭＡを用いるフラッシュＯＦＤＭ、
ＩＥＥＥ８０２．２０、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ）、ＩＥＥＥ８０２．１１（
Ｗｉ－Ｆｉ）および発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）に、拡張され得る。ＵＴＲＡ、Ｅ－
ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥおよびＧＳＭは、３ＧＰＰの組織からの文書中で、説明され
る。ＣＤＭＡ２０００およびＵＭＢは、３ＧＰＰ２の組織からの文書中において、説明さ
れる。用いられる実際のワイヤレス通信規格および多元接続技術は、特定のアプリケーシ
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ョンおよびシステム上に課せられる全体的な設計制約に依存するであろう。
【００３４】
　[0043]　ｅＮＢ２０４は、ＭＩＭＯ技術をサポートする複数のアンテナを有し得る。Ｍ
ＩＭＯ技術の使用は、ｅＮＢ２０４が、空間多重化、ビームフォーミング、および送信ダ
イバシティをサポートするために空間ドメインを活用することを可能にする。空間多重化
は、同じ周波数上で、同時にデータの異なるストリームを送信するために、使用され得る
。データストリームは、データレートを増加するために単一のＵＥ２０６に、または、全
体的なシステム容量を増加するために複数のＵＥ２０６に、送信され得る。これは、各デ
ータストリームを空間的にプリコーディングし(すなわち、振幅および位相のスケーリン
グを適用する)、それからＤＬ上で複数の送信アンテナを通じて各空間的にプリコーディ
ングされたストリームを送信することによって、達成される。空間的にプリコーディング
されたデータストリームは、異なる空間シグネイチャとともに、（１つまたは複数の）Ｕ
Ｅ２０６に到着し、それは、（１つまたは複数の）ＵＥ２０６の各々が、そのＵＥ２０６
を宛先とする１つまたは複数のデータストリームを復元することを可能にする。ＵＬ上に
おいて、各ＵＥ２０６は、空間的にプリコーディングされたデータストリームを送信し、
それは、ｅＮＢ２０４が、各空間的にプリコーディングされたデータストリームのソース
を識別することを可能にする。
【００３５】
　[0044]　空間多重化は、概して、チャネル条件が良好であるときに、使用される。チャ
ネル条件があまり良くないときに、ビームフォーミングが、１つまたは複数の方向におけ
る送信エネルギーをフォーカスする（focus）ために、使用され得る。これは、複数のア
ンテナを通じた送信のためのデータを空間的にプリコーディングすることによって、達成
され得る。セルの端部での良好なカバレッジを達成するために、単一のストリームのビー
ムフォーミング送信が、送信ダイバシティと組み合わせて使用され得る。
【００３６】
　[0045]　次の詳細な説明において、アクセスネットワークの様々な態様は、ＤＬ上でＯ
ＦＤＭをサポートするＭＩＭＯシステムを参照して説明されるであろう。ＯＦＤＭは、Ｏ
ＦＤＭシンボル内の多数のサブキャリアにわたってデータを変調する拡散スペクトル技法
である。サブキャリアは、正確な周波数で間隔が空けられている。間隔を空けること（sp
acing）は、受信機がサブキャリアからのデータを復元することを可能にする「直交性」
を提供する。時間ドメインにおいて、ガードインターバル(例えば、サイクリックプリフ
ィックス)は、ＯＦＤＭシンボル間干渉に対抗するために、各ＯＦＤＭシンボルに、追加
され得る。ＵＬは、高いピーク対平均電力比（ＰＡＰＲ）を補償するために、ＤＦＴ拡散
されたＯＦＤＭ信号の形式でＳＣ－ＦＤＭＡを使用し得る。
【００３７】
　[0046]　図３は、ＬＴＥにおけるＤＬフレーム構造の例を例示している図３００である
。フレーム（１０ｍｓ）は、１０個の等しいサイズのサブフレームに分割され得る。各サ
ブフレームは、２つの連続するタイムスロットを含み得る。リソースグリッドは、２つの
タイムスロットを表すために使用され得、各タイムスロットは、リソースエレメントブロ
ックを含む。リソースグリッドは、複数のリソースエレメントに分割される。ＬＴＥにお
いて、リソースエレメントブロックは、周波数ドメイン内の１２個の連続するサブキャリ
ア、および、各ＯＦＤＭシンボル内の通常のサイクリックプリフィックスについて、時間
ドメイン内の７つの連続するＯＦＤＭシンボル、すなわち、８４個のリソースエレメント
を、包含し得る。拡張されたサイクリックプリフィックスについて、リソースエレメント
ブロックは、時間ドメイン内の６つの連続するＯＦＤＭシンボルを包含し得、７２個のリ
ソースエレメントを有する。リソースエレメントのいくつかは、Ｒ　３０２、３０４とし
て示されるように、ＤＬ基準信号（ＤＬ－ＲＳ）を含む。ＤＬ－ＲＳは、セル特定ＲＳ（
Cell-specific RS）（共通ＲＳとよばれることもある）３０２、および、ＵＥ特定ＲＳ（
ＵＥ－ＲＳ）３０４を、含む。ＵＥ－ＲＳ３０４は、対応する物理ダウンリンク共有チャ
ネル（ＰＤＳＣＨ）がマッピングされるリソースエレメントブロック上でのみ送信される
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。各リソースエレメントによって搬送されるビット数は、変調スキームに依存する。それ
ゆえ、ＵＥが受信するリソースエレメントブロックが多いほど、および、変調スキームが
より高いほど、ＵＥに対するデータレートは、より高くなる。
【００３８】
　[0047]　図４は、ＬＴＥにおけるＵＬフレーム構造の例を例示している図４００である
。ＵＬのための利用可能なリソースエレメントブロックは、データセクションおよび制御
セクションに区分され得る。制御セクションは、システム帯域幅の２つの端部で形成され
得、構成可能なサイズを有し得る。制御セクションにおけるリソースエレメントブロック
は、制御情報の送信のためにＵＥに割り当てられ得る。データセクションは、制御セクシ
ョン内に含まれない全てのリソースエレメントブロックを含み得る。ＵＬフレーム構造は
、連続的なサブキャリアを含むデータセクションをもたらし、それは、単一のＵＥが、デ
ータセクション内の連続的なサブキャリアの全てを割り当てられることを可能にし得る。
【００３９】
　[0048]　ＵＥは、ｅＮＢに制御情報を送信するために、制御セクション内のリソースエ
レメントブロック４１０ａ、４１０ｂに、割り当てられ得る。ＵＥはまた、ｅＮＢにデー
タを送信するために、データセクション内のリソースエレメントブロック４２０ａ、４２
０ｂに割り当てられ得る。ＵＥは、制御セクション内に割り当てられたリソースエレメン
トブロック上において、物理ＵＬ制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）内の制御情報を送信し得る
。ＵＥは、データセクション内に割り当てられたリソースエレメントブロック上において
、物理ＵＬ共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）内のデータのみまたはデータおよび制御情報の両
方を送信し得る。ＵＬ送信は、サブフレームの両方のスロットをまたがり得、周波数にわ
たってホップ（hop）し得る。
【００４０】
　[0049]　リソースエレメントブロックのセットは、物理ランダムアクセスチャネル（Ｐ
ＲＡＣＨ）４３０内で、初期システムアクセスを遂行し、ＵＬ同期を達成するために、使
用され得る。ＰＲＡＣＨ４３０は、ランダムシーケンスを搬送し、いずれのＵＬデータ／
シグナリングも搬送できない。各ランダムアクセスプリアンブルは、６つの連続するリソ
ースエレメントブロックに対応する帯域幅を占有する。開始周波数は、ネットワークによ
って特定される。すなわち、ランダムアクセスプリアンブルの送信は、ある特定の時間お
よび周波数リソースに制限される。ＰＲＡＣＨのための周波数ホッピングは、存在しない
。ＰＲＡＣＨ試行は、単一のサブフレーム（１ｍｓ）においてまたは少数の連続するサブ
フレームのシーケンスにおいて搬送され、ＵＥは、フレーム（１０ｍｓ）ごとに単一のＰ
ＲＡＣＨ試行のみを為すことができる。
【００４１】
　[0050]　図５は、ＬＴＥにおけるユーザプレーンおよび制御プレーンのための無線プロ
トコルアーキテクチャの例を例示している図５００である。ＵＥおよびｅＮＢのための無
線プロトコルアーキテクチャは、３つのレイヤ：レイヤ１、レイヤ２、およびレイヤ３で
、示される。レイヤ１（Ｌ１レイヤ）は、最下位レイヤであり、様々な物理レイヤ信号処
理機能を実現する。Ｌ１レイヤは、本明細書において、物理レイヤ５０６と称されるであ
ろう。レイヤ２（Ｌ２レイヤ）５０８は、物理レイヤ５０６より上位であり、物理レイヤ
５０６を超えてＵＥとｅＮＢとの間のリンクを担う。
【００４２】
　[0051]　ユーザプレーンにおいて、Ｌ２レイヤ５０８は、メディアアクセス制御（ＭＡ
Ｃ）サブレイヤ５１０、無線リンク制御（ＲＬＣ）サブレイヤ５１２、およびパケットデ
ータコンバージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ）５１４サブレイヤを含み、それは、ネット
ワーク側のｅＮＢで、終端される。示されていないが、ＵＥは、ネットワーク側のＰＤＮ
ゲートウェイで終端されるネットワークレイヤ（例えば、ＩＰレイヤ）、および、接続の
他端（例えば、遠端のＵＥ（far end UE）、サーバ、など）で終端されるアプリケーショ
ンレイヤを含むＬ２レイヤ５０８の上位に、いくつかの上位レイヤを有し得る。
【００４３】
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　[0052]　ＰＤＣＰサブレイヤ５１４は、異なる無線ベアラと論理チャネルとの間におけ
る多重化を、提供する。ＰＤＣＰサブレイヤ５１４はまた、無線送信オーバヘッドを削減
するための上位レイヤデータパケットに対するヘッダ圧縮、データパケットを暗号化する
ことによるセキュリティ、および、ｅＮＢ間におけるＵＥのためのハンドオーバサポート
を、提供する。ＲＬＣサブレイヤ５１２は、上位レイヤデータパケットのセグメンテーシ
ョンおよびリアセンブリ、損失データパケットの再送信、およびハイブリッド自動再送要
求（ＨＡＲＱ）により順序が乱れた受信を補償するためのデータパケットの並び替え（re
ordering）、を提供する。ＭＡＣサブレイヤ５１０は、論理チャネルとトランスポートチ
ャネルとの間の多重化を提供する。ＭＡＣサブレイヤ５１０はまた、ＵＥ間で１つのセル
内の様々な無線リソース(例えば、リソースエレメントブロック)を割り振ることを担う。
ＭＡＣサブレイヤ５１０はまた、ＨＡＲＱ動作を担う。
【００４４】
　[0053]　制御プレーンにおいて、ＵＥおよびｅＮＢのための無線プロトコルアーキテク
チャは、制御プレーンに対するヘッダ圧縮機能が無いという点を除き、物理レイヤ５０６
およびＬ２レイヤ５０８についてと実質的に同じである。制御プレーンはまた、レイヤ３
 （Ｌ３レイヤ）における無線リソース制御（ＲＲＣ）サブレイヤ５１６を含む。ＲＲＣ
サブレイヤ５１６は、無線リソース（すなわち、無線ベアラ）を取得すること、およびｅ
ＮＢとＵＥとの間においてＲＲＣシグナリングを使用して下位レイヤを構成することを担
う。
【００４５】
　[0054]　図６は、アクセスネットワークにおいてＵＥ６５０と通信状態であるｅＮＢ６
１０のブロック図である。ＤＬにおいて、コアネットワークからの上位レイヤパケットは
、コントローラ／プロセッサ６７５に提供される。コントローラ／プロセッサ６７５は、
Ｌ２レイヤの機能性を実現する。ＤＬにおいて、コントローラ／プロセッサ６７５は、様
々な優先度メトリックに基づいたＵＥ６５０に対する無線リソース割り振り、論理チャネ
ルとトランスポートチャネルとの間の多重化、パケットセグメンテーションおよび並び替
え、暗号化、およびヘッダ圧縮を提供する。コントローラ／プロセッサ６７５はまた、Ｈ
ＡＲＱ動作、損失パケットの再送信、およびＵＥ６５０に対するシグナリングを担う。
【００４６】
　[0055]　送信（ＴＸ）プロセッサ６１６は、Ｌ１レイヤ（すなわち、物理レイヤ）のた
めの様々な信号処理機能を実現する。信号処理機能は、ＵＥ６５０での前方誤り訂正（Ｆ
ＥＣ）を容易にするためのコーディングおよびインターリービングすること、および、様
々な変調スキーム（例えば、２位相偏移変調（ＢＰＳＫ）、４位相偏移変調（ＱＰＳＫ）
、Ｍ位相偏移変調（Ｍ－ＰＳＫ）、Ｍ値直交振幅変調(Ｍ－ＱＡＭ)）に基づいて信号コン
ステレーション（constellations）にマッピングすること、を含む。コード化されたおよ
び変調されたシンボルはそれから、並行な（parallel）ストリームに分けられる。各スト
リームはそれから、時間ドメインＯＦＤＭシンボルストリームを搬送する物理チャネルを
生成するために、ＯＦＤＭサブキャリアにマッピングされ、時間ドメインおよび／または
周波数ドメイン内で基準信号(例えば、パイロット)と多重化され、それから逆高速フーリ
エ変換（ＩＦＦＴ）を使用してともに組み合わせられる。ＯＦＤＭストリームは、複数の
空間ストリームを生成するために、空間的にプリコーディングされる。チャネル推定器６
７４からのチャネル推定値は、空間処理のためだけでなく、コーディングおよび変調スキ
ームを決定するために使用され得る。チャネル推定値は、ＵＥ６５０によって送信された
基準信号および／またはチャネル条件フィードバックから導出され得る。各空間ストリー
ムはそれから、別個の送信機６１８ＴＸを介して異なるアンテナ６２０に提供される。各
送信機６１８ＴＸは、送信のためのそれぞれの空間ストリームを用いてＲＦキャリアを変
調する。加えて、ｅＮＢ６１０は、１つまたは複数のＵＥ６５０にｅＤＲＳを送信し、お
よび／または、１つまたは複数のＰＬＭＮにおける他のｅＮＢからのｅＤＲＳを受信およ
び処理するようにＵＥ６５０を構成するように構成された通信コンポーネント６０２を、
含み得る。コントローラ／プロセッサ６７５に結合されるように示されているけれども、
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通信コンポーネント６０２および／または関連するコンポーネントまたは機能は、各々、
ＴＸプロセッサ６１６、ＲＸプロセッサ６７０、コントローラ／プロセッサ６７５などを
含む、ｅＮＢ６１０の実質的に任意のプロセッサによって、実行、実現されることなどが
でき、および／または、メモリ６７６は、機能を遂行するための命令および／または関連
するパラメータを、記憶することができる、ということが、十分に理解されるべきである
。
【００４７】
　[0056]　ＵＥ６５０では、各受信機６５４ＲＸは、そのそれぞれのアンテナ６５２を通
じて、信号を受信する。各受信機６５４ＲＸは、ＲＦキャリア上に変調された情報を復元
し、受信（ＲＸ）プロセッサ６５６に情報を提供する。ＲＸプロセッサ６５６は、Ｌ１レ
イヤの様々な信号処理機能を実現する。ＲＸプロセッサ６５６は、ＵＥ６５０を宛先とす
る任意の空間ストリームを復元するために、情報に対する空間処理を遂行する。複数の空
間ストリームが、ＵＥ６５０を宛先とする場合、それらは、ＲＸプロセッサ６５６によっ
て、単一のＯＦＤＭシンボルストリームに組み合わせられ得る。ＲＸプロセッサ６５６は
それから、高速フーリエ変換（ＦＦＴ）を使用して、時間ドメインから周波数ドメインに
、ＯＦＤＭシンボルストリームを変換する。周波数ドメイン信号は、ＯＦＤＭ信号の各サ
ブキャリアに対する別個のＯＦＤＭシンボルストリームを備える。各サブキャリア上のシ
ンボル、および基準信号は、ｅＮＢ６１０によって送信された最も可能性の高い信号コン
ステレーションポイントを決定することによって復元および復調される。これらの軟判定
は、チャネル推定器６５８によって計算されたチャネル推定値に基づき得る。軟判定はそ
れから、物理チャネル上でｅＮＢ６１０によって当初送信されたデータおよび制御信号を
復元するために、復号およびデインターリビングされる。データおよび制御信号はそれか
ら、コントローラ／プロセッサ６５９に提供される。
【００４８】
　[0057]　コントローラ／プロセッサ６５９は、Ｌ２レイヤを実現する。コントローラ／
プロセッサは、プログラムコードおよびデータを記憶するメモリ６６０に関連付けられる
ことができる。メモリ６６０は、コンピュータ可読媒体と称され得る。ＵＬにおいて、コ
ントローラ／プロセッサ６５９は、トランスポートチャネルと論理チャネルとの間の逆多
重化、パケットのリアセンブリ、暗号解読、ヘッダの解凍、コアネットワークからの上位
レイヤパケットを復元するための制御信号処理、を提供する。上位レイヤパケットはそれ
から、データシンク６６２に提供され、それはＬ２レイヤより上位の全てのプロトコルレ
イヤを表す。様々な制御信号はまた、Ｌ３処理のために、データシンク６６２に提供され
得る。コントローラ／プロセッサ６５９はまた、ＨＡＲＱ動作をサポートするために、肯
定応答（ＡＣＫ）および／または否定応答（ＮＡＣＫ）プロトコルを使用したエラー検出
を、担う。加えて、ＵＥ６５０は、１つまたは複数のｅＮＢ６１０からのｅＤＲＳを決定
するためのｅＤＲＳ、および／または、サービングｅＮＢ６１０と同じＰＬＭＮにおける
ｅＤＲＳを受信および処理することに関連する構成を受信するための通信コンポーネント
６６１を含み得る。コントローラ／プロセッサ６５９に結合されるように示されているけ
れども、通信コンポーネント６６１および／または関連するコンポーネントまたは機能は
各々、ＴＸプロセッサ６６８、ＲＸプロセッサ６５６、コントローラ／プロセッサ６５９
などを含む、ＵＥ６５０の実質的に任意のプロセッサによって、実行、実現されることな
どができ、および／または、メモリ６６０は、その機能を遂行するための命令および／ま
たは関連するパラメータを記憶することができるということが、十分に理解されるべきで
ある。
【００４９】
　[0058]　ＵＬにおいて、データソース６６７は、コントローラ／プロセッサ６５９に上
位レイヤパケットを提供するために使用される。データソース６６７は、Ｌ２レイヤより
上位の全てのプロトコルレイヤを、表す。ｅＮＢ６１０によるＤＬ送信と関係して説明さ
れた機能性と同様に、コントローラ／プロセッサ６５９は、ｅＮＢ６１０による無線リソ
ース割り振りに基づいた論理チャネルとトランスポートチャネルとの間の多重化、パケッ
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トセグメンテーションおよび並び替え、暗号化、およびヘッダ圧縮を提供することによっ
て、ユーザプレーンおよび制御プレーンのためのＬ２レイヤを実現する。コントローラ／
プロセッサ６５９はまた、ＨＡＲＱ動作、損失パケットの再送信、および、ｅＮＢ６１０
に対するシグナリングを、担う。
【００５０】
　[0059]　ｅＮＢ６１０によって送信されたフィードバックまたは基準信号からチャネル
推定器６５８によって導出されたチャネル推定値は、適切なコーディングおよび変調スキ
ームを選択し、空間処理を容易にするために、ＴＸプロセッサ６６８によって使用され得
る。ＴＸプロセッサ６６８によって生成された空間ストリームは、別個の送信機６５４Ｔ
Ｘを介して、異なるアンテナ６５２に提供される。各送信機６５４ＴＸは、送信のための
それぞれの空間ストリームを用いてＲＦキャリアを変調する。
【００５１】
　[0060]　ＵＬ送信は、ＵＥ６５０での受信機機能に関係して説明されたことと類似の手
法で、ｅＮＢ６１０で処理される。各受信機６１８ＲＸは、それのそれぞれのアンテナ６
２０を通じて、信号を受信する。各受信機６１８ＲＸは、ＲＦキャリア上に変調された情
報を復元し、ＲＸプロセッサ６７０にその情報を提供する。ＲＸプロセッサ６７０は、Ｌ
１レイヤを実現し得る。
【００５２】
　[0061]　コントローラ／プロセッサ６７５は、Ｌ２レイヤを実現する。コントローラ／
プロセッサ６７５は、プログラムコードおよびデータを記憶するメモリ６７６に関連付け
られることができる。メモリ６７６は、コンピュータ可読媒体と称され得る。ＵＬにおい
て、コントローラ／プロセッサ６７５は、トランスポートチャネルと論理チャネルとの間
の逆多重化、パケットのリアセンブリ、暗号解読、ヘッダの解凍、ＵＥ６５０からの上位
レイヤパケットを復元するための制御信号処理を、提供する。コントローラ／プロセッサ
６７５からの上位レイヤパケットは、コアネットワークに提供され得る。コントローラ／
プロセッサ６７５はまた、ＨＡＲＱ動作をサポートするために、ＡＣＫおよび／またはＮ
ＡＣＫプロトコルを使用するエラー検出を担う。
【００５３】
　[0062]　図７－９を参照して、態様は、本明細書で説明されるアクションまたは機能を
遂行し得る、１つまたは複数のコンポーネントおよび１つまたは複数の方法に関連して描
写される。一態様において、本明細書で使用される「コンポーネント」という用語は、シ
ステムを構築する部分の１つであり得、ハードウェアまたはソフトウェアまたはそれらの
いくつかの組み合わせであり得、他のコンポーネントに分割され得る。図８および９にお
いて後述される動作は、特定の順序でおよび／または例となるコンポーネントによって遂
行されるように提示されるけれども、実装形態（implementation）に依存して、アクショ
ンの順序およびアクションを遂行するコンポーネントが変化され得るということを、理解
されるべきである。その上、次のアクションまたは機能が、特別にプログラムされたプロ
セッサ、特別にプログラムされたソフトウェアまたはコンピュータ可読媒体を実行するプ
ロセッサによって、または、説明されたアクションまたは機能を遂行することが可能なハ
ードウェアコンポーネントおよび／またはソフトウェアコンポーネントの任意の他の組み
合わせによって、遂行され得るということが、理解されるべきである。
【００５４】
　[0063]　図７は、ネットワークにおける１つまたは複数のセルからのｅＤＲＳｓを測定
するための例となるシステム７００を例示し、それは、例えば、１つまたは複数の所望の
ＰＬＭＮに関連付けられたセルを測定することを可能にし得る。システム７００は、ワイ
ヤレスネットワークにアクセスするために、ｅＮＢ７０４によって提供される１つまたは
複数のセル内のｅＮＢ７０４、および／またはそれによって提供される１つまたは複数の
セル内のｅＮＢ７０６と通信するＵＥ７０２を含む。説明されたように、ｅＮＢｓ７０４
および／または７０６は各々、１つまたは複数のスモールセルを提供し、ライセンスされ
ていないスペクトルで動作するスモールセルｅＮＢであり得る。この例において、スモー
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ルセルが同じＰＬＭＮの部分であることを保証することは、セルまたは近隣セルに関連付
けられたキャリア(例えば、Ｓセルキャリア)を追加すること、セルまたは近隣セルにハン
ドオーバすること、などの目的のために有益であることができる。一例において、ｅＮＢ
７０４および／または７０６は、ＵＥ７０２および／またはＵＥ７０２が(例えば、ハン
ドオーバを介して)通信すること考慮し得る別のセルにサービス提供するセルを、提供し
得る。特定の例において、ｅＮＢ７０４は、Ｐセルであり得、ｅＮＢ７０６は、ＵＥ７０
２のＳセルとして確立することを考慮され得る。
【００５５】
　[0064]　システム７００は、ワイヤレスネットワークにアクセスするためにｅＮＢ７０
４と通信するＵＥ７０２を含み、その例は、上記の図１、２、および６(例えば、アクセ
スポイント１０５、ｅＮＢ２０４、スモールセルｅＮＢ２０８、ｅＮＢ６１０、ＵＥ１１
５、２０６、６５０など)において、説明される。一態様において、ｅＮＢ７０４および
ＵＥ７０２は、ダウンリンク信号７０９を介して通信する１つまたは複数のダウンリンク
チャネルを確立し得、それは、構成された通信リソースを介してｅＮＢ７０４からＵＥ７
０２に制御メッセージおよび／またはデータメッセージを(例えば、シグナリングにおい
て)通信するために、ｅＮＢ７０４によって(例えば、トランシーバ７５１介して)送信さ
れ、ＵＥ７０２によって(例えば、トランシーバ７０１を介して)受信されることができる
。その上、例えば、ｅＮＢ７０４およびＵＥ７０２は、アップリンク信号７０８を介して
通信する１つまたは複数のアップリンクチャネルを確立し得、それは、構成された通信リ
ソースを介してＵＥ７０２からｅＮＢ７０４に制御メッセージおよび／またはデータメッ
セージを(例えば、シグナリングにおいて)通信するために、ＵＥ７０２によって(例えば
、トランシーバ７０１を介して)送信され、ｅＮＢ７０４によって(例えば、トランシーバ
７５１を介して)受信されることができる。ｅＮＢ７０４およびＵＥ７０２は、説明され
たように、ｅＮＢ７０４がコアネットワークにアクセスするためにＵＥ７０２にサービン
グセルを提供することができるような、そのような通信リソースを、確立し得る。別の例
において、ＵＥ７０２は、ｅＮＢ７０４(例えば、必ずしもｅＮＢ７０４によってサービ
ス提供される必要はない)からの、ｅＤＲＳ７８０のような、ダウンリンク信号７０９(例
えば、基準信号)を受信および測定することができる。同様に、ｅＮＢ７０６は、ダウン
リンク信号７５９を通信することができ、それは、ＵＥ７０２が測定することができるｅ
ＤＲＳ７８２を含み得る。しかしながら、本明細書で説明されるように、ｅＮＢ７０６は
、追加としてまたは代替としてＵＥ７０２にサービス提供し得、それゆえ、ｅＮＢ７０４
の１つまたは複数のコンポーネントを含み得るということが、十分理解されるべきである
。この例において、しかしながら、そのようなコンポーネントは、説明の簡略化のために
、ｅＮＢ７０６から省略される。
【００５６】
　[0065]　一態様において、ＵＥ７０２は、例えば１つまたは複数のバス７０７を介して
通信可能に結合され得る、１つまたは複数のプロセッサ７０３および／またはメモリ７０
５を含み得、および、ｅＮＢｓ７０４および／または７０６によってセル内で送信された
ｅＤＲＳを受信すること、測定することおよび／またはそうでなければ処理するための通
信コンポーネント６６１と連動して動作し得るまたはそうでなければ通信コンポーネント
６６１を実現し得る。例えば、通信コンポーネント６６１に関連する様々な動作は、１つ
または複数のプロセッサ７０３によって実現またはそうでなければ実行され得、一態様に
おいて、単一のプロセッサによって実行されることができ、その一方で、他の態様におい
て、動作の異なるものは、２以上の異なるプロセッサの組み合わせによって実行され得る
。例えば、一態様において、１つまたは複数のプロセッサ７０３は、トランシーバ７０１
に関連付けられたモデムプロセッサ、またはベースバンドプロセッサ、またはデジタル信
号プロセッサ、または特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、または送信プロセッサ、受信
プロセッサ、またはトランシーバプロセッサの任意の１つまたは任意の組み合わせを含み
得る。さらに、例えば、メモリ７０５は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、リードオ
ンリーメモリ（ＲＯＭ）、プログラマブルＲＯＭ（ＰＲＯＭ）、消去可能ＰＲＯＭ（ＥＰ
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ＲＯＭ）、電気的消去可能ＰＲＯＭ（ＥＥＰＲＯＭ（登録商標））、磁気ストレージデバ
イス（例えば、ハードディスク、フロッピー（登録商標）ディスク、磁気ストライプ）、
光学ディスク（例えば、コンパクトディスク（ＣＤ）、デジタル多用途ディスク（ＤＶＤ
））、スマートカード、フラッシュメモリデバイス（例えば、カード、スティック、キー
ドライブ）、レジスタ、リムーバブルディスク、およびコンピュータまたは１つまたは複
数のプロセッサ７０３によってアクセスされおよび読み取られる得るソフトウェアおよび
／またはコンピュータ可読コードまたは命令を記憶するための任意の他の適した媒体を含
むがそれらに限定されない、非一時的コンピュータ可読媒体であり得る。その上、メモリ
７０５またはコンピュータ可読記憶媒体は、１つまたは複数のプロセッサ７０３内に存在
する、１つまたは複数のプロセッサ７０３の外部にある、１つまたは複数のプロセッサ７
０３を含む複数のエンティティにわたって分配される、などし得る。
【００５７】
　[0066]　特に、１つまたは複数のプロセッサ７０３および／またはメモリ７０５は、通
信コンポーネント６６１またはそれのサブコンポーネントによって定義されたアクション
または動作を実行し得る。例えば、１つまたは複数のプロセッサ７０３および／またはメ
モリ７０５は、１つまたは複数のセルから受信された(１つまたは複数のｅＮＢによって
提供された)１つまたは複数のｅＤＲＳｓを測定するためのｅＤＲＳ測定コンポーネント
７１０によって定義されたアクションまたは動作を実行し得る。一態様において、例えば
、ｅＤＲＳ測定コンポーネント７１０は、本明細書で説明された特別に構成された信号測
定動作を遂行するために、ハードウェア(例えば、１つまたは複数のプロセッサ７０３の
１つまたは複数のプロセッサモジュール)、および／または、メモリ７０５内に記憶され
、１つまたは複数のプロセッサ７０３の少なくとも１つによって実行可能なコンピュータ
可読コードまたは命令を、含み得る。さらに、例えば、１つまたは複数のプロセッサ７０
３および／またはメモリ７０５は、ｅＤＲＳ測定またはサービングセルに(サービングｅ
ＮＢによって提供された)受信されたｅＤＲＳ信号の他の態様を報告するためのｅＤＲＳ
報告コンポーネント７１２によって定義されたアクションまたは動作を実行し得る。一態
様において、例えば、ｅＤＲＳ報告コンポーネント７１２は、本明細書で説明された特別
に構成された基準信号報告動作を遂行するために、ハードウェア(例えば、１つまたは複
数のプロセッサ７０３の１つまたは複数のプロセッサモジュール)、および／または、メ
モリ７０５内に記憶され、１つまたは複数のプロセッサ７０３の少なくとも１つによって
実行可能なコンピュータ可読コードまたは命令、を含み得る。
【００５８】
　[0067]　さらに、例えば、１つまたは複数のプロセッサ７０３および／またはメモリ７
０５は、測定値を報告するかどうかを決定するために１つまたは複数のｅＤＲＳの測定値
を比較するためのｅＤＲＳ測定比較コンポーネント７１４によって定義されたアクション
または動作を、随意に実行し得る。一態様において、例えば、ｅＤＲＳ測定比較コンポー
ネント７１４は、本明細書で説明された特別に構成された基準信号測定および／または比
較動作を遂行するために、ハードウェア(例えば、１つまたは複数のプロセッサ７０３の
１つまたは複数のプロセッサモジュール)、および／または、メモリ７０５内に記憶され
、１つまたは複数のプロセッサ７０３の少なくとも１つによって実行可能なコンピュータ
可読コードまたは命令、を含み得る。追加として、例えば、１つまたは複数のプロセッサ
７０３および／またはメモリ７０５は、ＰＬＭＮにおけるセルに対して共通であるｅＤＲ
Ｓを測定および報告するために、ＰＬＭＮに関連付けられたｅＤＲＳ送信の構成を取得す
るためのｅＤＲＳ構成受信コンポーネント７１６によって定義されたアクションまたは動
作を、随意に実行し得る。一態様において、例えば、ｅＤＲＳ構成受信コンポーネント７
１６は、本明細書で説明される特別に構成された構成受信動作を遂行するために、ハード
ウェア(例えば、１つまたは複数のプロセッサ７０３の１つまたは複数のプロセッサモジ
ュール)、および／または、メモリ７０５内に記憶され、１つまたは複数のプロセッサ７
０３の少なくとも１つによって実行可能なコンピュータ可読コードまたは命令を、含み得
る。
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【００５９】
　[0068]　同様に、一態様において、ｅＮＢ７０４は、例えば１つまたは複数のバス７５
７を介して通信可能に結合され得る１つまたは複数のプロセッサ７５３および／またはメ
モリ７５５を含み得、および、１つまたは複数のＵＥにｅＤＲＳを送信しおよび／または
１つまたは複数のＰＬＭＮにおける他のｅＮＢからのｅＤＲＳを受信および処理するよう
にＵＥを構成するための通信コンポーネント６０２に連動して動作し得るまたはそうでな
ければ通信コンポーネント６０２を実現し得る。例えば、上述のように、通信コンポーネ
ント６０２に関連する様々な機能は、１つまたは複数のプロセッサ７５３によって実現さ
れ得またはそうでなければ実行され得、および、一態様において、単一のプロセッサによ
って実行されることができ、その一方で他の態様において、機能の異なるものは、２以上
の異なるプロセッサの組み合わせによって実行され得る。一例において、１つまたは複数
のプロセッサ７５３および／またはメモリ７５５は、ＵＥ７０２の１つまたは複数のプロ
セッサ７０３および／またはメモリ７０５に関して、上方の例で説明されたように構成さ
れ得るということは、十分に理解されるべきである。
【００６０】
　[0069]　一例において、１つまたは複数のプロセッサ７５３および／またはメモリ７５
５は、通信コンポーネント６０２またはそれのサブコンポーネントによって定義されたア
クションまたは動作を実行し得る。例えば、１つまたは複数のプロセッサ７５３および／
またはメモリ７５５は、１つまたは複数のｅＤＲＳを送信するためのｅＤＲＳ送信コンポ
ーネント７２０によって定義されたアクションまたは動作を実行し得、それは、ｅＮＢ７
０４または関連セルのＰＬＭＮに特定の構成に従って送信され得る。一態様において、例
えば、ｅＤＲＳ送信コンポーネント７２０は、本明細書で説明される特別に構成された基
準信号送信動作を遂行するために、ハードウェア(例えば、１つまたは複数のプロセッサ
７５３の１つまたは複数のプロセッサモジュール)、および／または、メモリ７５５内に
記憶されおよび１つまたは複数のプロセッサ７５３の少なくとも１つによって実行可能な
コンピュータ可読コードまたは命令を、含み得る。さらに、例えば、１つまたは複数のプ
ロセッサ７５３および／またはメモリ７５５は、１つまたは複数のＵＥにｅＤＲＳを受信
するための構成を提供するためのｅＤＲＳ構成提供コンポーネント７２２によって定義さ
れたアクションまたは動作を、随意に実行し得る。一態様において、例えば、ｅＤＲＳ構
成提供コンポーネント７２２は、本明細書で説明された特別に構成された構成提供動作を
遂行するために、ハードウェア(例えば、１つまたは複数のプロセッサ７５３の１つまた
は複数のプロセッサモジュール)および／またはメモリ７５５内に記憶され、１つまたは
複数のプロセッサ７５３の少なくとも１つによって実行可能なコンピュータ可読コードま
たは命令を、含み得る。さらに、例えば、１つまたは複数のプロセッサ７５３および／ま
たはメモリ７５５は、１つまたは複数のＵＥから受信されたｅＤＲＳ測定に関連付けられ
たＰＬＭＮを決定するためのＰＬＭＮ決定コンポーネント７２４によって定義されたアク
ションまたは動作を、随意に実行し得る。一態様において、例えば、ＰＬＭＮ決定コンポ
ーネント７２４は、本明細書で説明された特別に構成されたＰＬＭＮ決定動作を遂行する
ために、ハードウェア(例えば、１つまたは複数のプロセッサ７５３の１つまたは複数の
プロセッサモジュール)、および／または、メモリ７５５内に記憶されおよび１つまたは
複数のプロセッサ７５３の少なくとも１つによって実行可能なコンピュータ可読コードま
たは命令を、含み得る。
【００６１】
　[0070]　トランシーバ７０１、７５１は、１つまたは複数のアンテナ、ＲＦフロントエ
ンド、１つまたは複数の送信機および１つまたは複数の受信機を通じて、ワイヤレス信号
を送信および受信するように構成され得ることが、十分に理解されるべきである。一態様
において、トランシーバ７０１、７５１は、ＵＥ７０２および／またはｅＮＢ７０４があ
る周波数で通信することができるような特定された（specified）周波数で動作するよう
に、同調され（be tuned）得る。一態様において、関連するアップリンクまたはダウンリ
ンク通信チャネルを介してアップリンク信号７０８および／またはダウンリンク信号７０
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９をそれぞれ通信するために、構成、通信プロトコルなどに基づいて、特定された周波数
および電力レベルで動作するように、１つまたは複数のプロセッサ７０３は、トランシー
バ７０１を構成し得、および／または、１つまたは複数のプロセッサ７５３は、トランシ
ーバ７５１を構成し得る。
【００６２】
　[0071]　一態様において、トランシーバ７０１、７５１は、トランシーバ７０１、７５
１を使用して送られたおよび受信されたデジタルデータを処理するように、複数の帯域で
(例えば、マルチバンド－マルチモードモデムを使用して、示されない)、動作することが
できる。一態様において、トランシーバ７０１、７５１は、マルチバンドであることがで
き、および、特定の通信プロトコルのための複数の周波数帯域をサポートするように構成
されることができる。一態様において、トランシーバ７０１、７５１は、複数のオペレー
ティングネットワークおよび通信プロトコルをサポートするように構成されることができ
る。それゆえ、例えば、トランシーバ７０１、７５１は、特定されたモデム構成に基づく
信号の送信および／または受信を可能とし得る。説明されたように、ｅＮＢ７０６は、同
様に、これに関して動作するように構成されたトランシーバを含むことができるというこ
とが、十分に理解されるべきである。
【００６３】
　[0072]　概して、ｅＮＢは、ＵＥがｅＮＢの発見を可能にするように、発見基準信号（
ＤＲＳ）を利用することができ、それは、ｅＮＢが周囲のｅＮＢの検出および関連する信
号強度に基づいて、(例えば、それぞれ、追加のカバレッジを提供するまたは他のｅＮＢ
との干渉を回避するために、)オンするまたはオフするかどうかを決定するようにＯＮ／
ＯＦＦプロシージャを管理することを助けることができる。ｅＮＢは、ｅＮＢによって提
供された１つまたは複数のセルに関するＤＲＳを、生成することができ、それは、１つま
たは複数のセクタ、コンポーネントキャリアなどに関連することができる。ＵＥは、ＤＲ
Ｓを送信するセルを発見するためにＤＲＳを利用することができ、および、ＵＥはそれゆ
え、一度、ＤＲＳが検出されると、および／または、一度、対応するセルのポジショニン
グ基準信号（ＰＲＳ）が通信コンポーネント６６１によって受信および処理されると、セ
ルのうちの１つまたは複数からの他の信号を処理することを始動し得る。一例において、
ＤＲＳは、共通基準信号（ＣＲＳ）、プライマリ同期信号（ＰＳＳ）、セカンダリ同期信
号（ＳＳＳ）、チャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）、および／またはそのような
もののような、１つまたは複数の基準信号を含むことができる。
【００６４】
　[0073]　従って、上記で解説されるように、ｅＤＲＳは、いくつかの例において、いく
つかの差で、ＤＲＳに類似するように定義され得る。例えば、ｅＤＲＳは、周期的であり
得、ライセンスされていないスペクトルにわたる無線アクセス技術におけるＤＲＳにしば
しば要求されるリッスン・ビフォー・トーク（ＬＢＴ）またはクリアチャネルアセスメン
ト（ＣＣＡ）を条件としない（not subject to）場合がある。さらに、例えば、ｅＤＲＳ
は、ＰＬＭＮ　ＩＤなどに明示的にまたは黙示的にリンクされ得る強制ＣＳＩ－ＲＳを有
し得る。
【００６５】
　[0074]　いかなる場合においても、本明細書でさらに説明されるように、ｅＮＢｓ７０
４および／または７０６は、ｅＤＲＳとしてＤＲＳを送信することができ、同じＰＬＭＮ
にあるセルのｅＤＲＳを測定するように、またはそうでなければ、ｅＮＢ７０４がどの報
告された測定値がＰＬＭＮにおけるセルに関連するかを決定することを可能にするように
あるｅＤＲＳ測定値を報告するように、ＵＥ７０２を構成することができる。これに関し
てＰＬＭＮを識別することは、ハンドオーバ、キャリアの追加（例えば、キャリアアグリ
ゲーションにおいて、確立されたＰセルにＳセルを追加すること）などの目的のために識
別されたセルの中で相互運用を保証することができる。
【００６６】
　[0075]　図８は、構成に従って受信されたｅＤＲＳを報告するための方法８００を例示
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する。図８の方法８００はここで、図７の例となるシステム７００のＵＥ７０２およびｅ
ＮＢ７０４(および、同様に、ｅＮＢ７０６)の例となるアーキテクチャおよびコンポーネ
ントに関連して、議論されるであろう。方法８００は、ブロック８０２で、ライセンスさ
れていないキャリア周波数上でセルのｅＤＲＳを受信することを、含み、ここにおいて、
ｅＤＲＳは、少なくとも基準信号送信または同期信号送信を備える。一態様において、Ｕ
Ｅ７０２(図７)の通信コンポーネント６６１は、ライセンスされていないキャリア周波数
上でセルのｅＤＲＳを受信することができる。例えば、ＵＥ７０２は、ｅＮＢ７０４また
は関連セルによってサービス提供され得、および、例えば、プロセッサ７０３およびメモ
リ７０５と連動して動作する、通信コンポーネント６６１は、ｅＮＢ７０６または関連セ
ル(および／またはｅＮＢ７０４からのｅＤＲＳ７８０)からのｅＤＲＳ７８２を、トラン
シーバ７０１を介して受信し得る。説明されるように、ｅＤＲＳ７８２(および／または
７８０)は、ｅＮＢ７０６(および／またはｅＮＢ７０４)が、１つまたは複数のＵＥによ
って、ｅＮＢ７０６(および／またはｅＮＢ７０４)の発見を容易にするために送信する、
ｅＮＢ７０６(および／またはｅＮＢ７０４)からのＰＳＳ、ＳＳＳ、ＣＲＳ、および／ま
たはＣＳＩ－ＲＳ送信を、含むことができる。
【００６７】
　[0076]　方法８００は、ブロック８０４で、サービングセルからのサービングＰＬＭＮ
のｅＤＲＳ送信に関連している構成を決定することを、随意に含み得る。一態様において
、例えば、１つまたは複数のプロセッサ７０３およびメモリ７０５と連動して動作する、
ｅＤＲＳ構成受信コンポーネント７１６は、サービングセル（例えば、ｅＮＢ７０４によ
って提供されるセル）からのサービングＰＬＭＮのｅＤＲＳ送信に関連する構成を、決定
することができる。例えば、ｅＮＢ７０４は、同じサービングＰＬＭＮにおけるｅＮＢ７
０４および他のｅＮＢによるｅＤＲＳ送信の１つまたは複数のパラメータを特定する構成
をＵＥ１０２に提供するために、例えば、プロセッサ７５３およびメモリ７５５に連動し
て、ｅＤＲＳ構成提供コンポーネント７２２を動作し得る。それゆえ、ブロック８０４で
構成を決定することは、ブロック８０６で、サービングセルからの構成を受信することを
、随意に含み得る。一態様において、例えば１つまたは複数のプロセッサ７０３およびメ
モリ７０５に連動して動作する、ｅＤＲＳ構成受信コンポーネント７１６は、サービング
セルからの構成を受信することができる。例えば、構成は、ＰＣＩ、サブフレームオフセ
ット、ＣＳＩ－ＲＳ送信を含むｅＤＲＳのリソースインデックス、ｅＤＲＳのスクランブ
リング識別子、または、信号の類似の測定可能なパラメータのような１つまたは複数のパ
ラメータを特定し得る。本明細書でさらに説明されるように、これらのパラメータはその
後、構成が特定されるＰＬＭＮにおけるｅＮＢによって送信されるｅＤＲＳを識別するた
めに、使用されることができる。一例において、ＵＥ７０２は、識別されたＰＬＭＮにお
けるｅＮＢに関するｅＤＲＳ測定値を報告するために、例えば１つまたは複数のプロセッ
サ７０３およびメモリ７０５に連動して、ｅＤＲＳ報告コンポーネント７１２を動作し得
る。
【００６８】
　[0077]　別の例において、ブロック８０４で構成を決定することは、ブロック８０８で
、サービングセルからのサービングＰＬＭＮのＰＬＭＮ　ＩＤを受信すること、および、
ＰＬＭＮ　ＩＤに基づいて構成を決定することを、随意に含み得る。一態様において、例
えば、１つまたは複数のプロセッサ７０３およびメモリ７０５と連動して動作する、ｅＤ
ＲＳ構成受信コンポーネント７１６は、サービングセル(例えば、ｅＮＢ７０４によって
提供されたセル)からのサービングＰＬＭＮのＰＬＭＮ　ＩＤを、トランシーバ７０１を
介して受信することができ、ＰＬＭＮ　ＩＤに基づいて構成を決定し得る。この例におい
て、ｅＤＲＳ構成提供コンポーネント７２２は、例えば、１つまたは複数のプロセッサ７
５３およびメモリ７５５に連動して、ＵＥ７０２にＰＬＭＮ　ＩＤを送信することができ
る。ｅＤＲＳ構成受信コンポーネント７１６は、ＰＬＭＮ　ＩＤｓのリストおよびｅＤＲ
Ｓパラメータの対応する構成を(例えば、メモリ７０５内に)記憶し得、それは、ｅＮＢ７
０４または別のネットワークエンティティから受信され得る。これに関して、例えば、１
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つまたは複数のプロセッサ７０３およびメモリ７０５と連動して動作する、ｅＤＲＳ構成
受信コンポーネント７１６は、メモリ７０５内に記憶された受信されたＰＬＭＮ　ＩＤお
よびパラメータに基づいて、特定されたＰＬＭＮ　ＩＤのｅＤＲＳｓを識別するための１
つまたは複数のパラメータを決定することができる。この例において、ＵＥ７０２は、識
別されたＰＬＭＮにおけるｅＮＢに関するｅＤＲＳ測定値を報告するために、例えば、１
つまたは複数のプロセッサ７０３およびメモリ７０５に連動して、ｅＤＲＳ報告コンポー
ネント７１２を同様に動作し得る。
【００６９】
　[0078]　方法８００はまた、ブロック８１０で、サービングセルに関連付けられた構成
に少なくとも部分的に基づいて、セルに関するｅＤＲＳの測定を遂行することを、含む。
一態様において、ｅＤＲＳ測定コンポーネント７１０は、例えば、１つまたは複数のプロ
セッサ７０３およびメモリ７０５に連動して、サービングセルに関連付けられた構成に少
なくとも部分的に基づいて、セルに関するｅＤＲＳの測定を、遂行することができる。例
えば、ｅＤＲＳ測定コンポーネント７１０は、関連セルにおけるｅＮＢ７０６からの通信
コンポーネント６６１によって受信されたｅＤＲＳに関連する１つまたは複数のパラメー
タを、測定することができる。１つまたは複数のパラメータは、上述のように、サブフレ
ームオフセット、リソースインデックス、スクランブリング識別子、または信号の類似の
測定可能なパラメータのような、ＤＲＳのソースを識別することを可能にするためのパラ
メータを含み得る。別の例において、１つまたは複数のパラメータは、キャリアアグリゲ
ーションにおけるキャリアの追加および／またはハンドオーバに対する候補として、対応
するｅＮＢまたはセルを考慮するためのｅＤＲＳの信号強度(例えば、受信された信号強
度インジケータ（ＲＳＳＩ）、基準信号受信電力（ＲＳＲＰ）、基準信号受信品質（ＲＳ
ＲＱ）、など)のような、無線リソース管理（ＲＲＭ）測定パラメータを、追加としてま
たは代替として含み得る。それゆえ、ｅＤＲＳ測定コンポーネント７１０は、受信された
および／または復号されたｅＤＲＳの観測特性に基づいて、信号の１つまたは複数のその
ようなパラメータを決定することができる。
【００７０】
　[0079]　方法８００は、ブロック８１２で、ＣＲＳ測定値および／またはＣＳＩ－ＲＳ
測定値を報告するかどうかを決定するために、ＣＲＳ測定値をＣＳＩ－ＲＳ測定値と比較
することを随意に含む。一態様において、ｅＤＲＳ報告コンポーネント７１２は、例えば
、１つまたは複数のプロセッサ７０３およびメモリ７０５に連動して、ＣＲＳ測定値およ
び／またはＣＳＩ－ＲＳ測定値を報告するかどうかを決定するために、ＣＲＳ測定値をＣ
ＳＩ－ＲＳ測定値と比較することができる。例えば、ｅＮＢ７０６は、ＣＲＳとしておよ
びＣＳＩ－ＲＳとして、ｅＤＲＳを送信することができる。ｅＤＲＳ測定コンポーネント
７１０は、１つまたは複数のセルまたはｅＮＢｓからのＣＳＩ－ＲＳ、およびＣＲＳを受
信および測定することができる。例えば、ｅＤＲＳ測定コンポーネント７１０は、サービ
ングＰＬＭＮのための１つまたは複数のパラメータ（説明されたように、例えば、サブフ
レームオフセット、リソースインデックス、スクランブリング識別子、など)に基づいて
、ＣＳＩ－ＲＳ送信を受信することができ、それはまた、ＰＣＩを示すことができる。ｅ
ＤＲＳ測定コンポーネント７１０はまた、同じＰＣＩでＣＲＳを受信する場合、ｅＤＲＳ
報告コンポーネント７１２は、ハンドオーバおよび／またはキャリア追加のためのＣＲＳ
に対応するセルまたはｅＮＢを考慮するかどうか(例えば、サービングｅＮＢ７０４にＣ
ＳＩ－ＲＳおよびＣＲＳを報告するかどうか)決定するためにＣＳＩ－ＲＳおよびＣＲＳ
の測定値を、比較することができる。例えば、ｅＤＲＳ報告コンポーネント７１２は、Ｃ
ＳＩ－ＲＳ測定値およびＣＲＳ測定値が、しきい値差内（within a threshold differenc
e）である(例えば、それが、ＣＳＩ－ＲＳおよびＣＲＳが、同じｅＮＢから高い可能性で
来たことを指し示すことができる)場合、ハンドオーバおよび／またはキャリア追加のた
めに、セルまたはｅＮＢを考慮し得る。例えば、しきい値差は、少数のデシベル（ｄＢ）
(例えば、５ｄＢ以下)であることができる。
【００７１】
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　[0080]　方法８００はまた、ブロック８１４で、サービングセルにｅＤＲＳの測定値を
報告することを、含む。例えば、ｅＤＲＳ報告コンポーネント７１２は、例えば、１つま
たは複数のプロセッサ７０３およびメモリ７０５と連動して、サービングセル(例えば、
ｅＮＢ７０４によって提供されるサービングセル)に、ｅＤＲＳ(例えば、ｅＮＢ７０６ま
たは関連セルからの)の測定値を、報告し得る。例えば、ｅＤＲＳ報告コンポーネント７
１２は、随意的なブロック８１２に関して上述されたように、しきい値差内であるＰＣＩ
のためのＣＳＩ－ＲＳ測定値およびＣＲＳ測定値に対応する測定値および／または全ての
測定値を報告することができる。別の例において、本明細書でさらに説明されるように、
ｅＮＢ７０４は、全ての測定値を受信することができ、測定値におけるしきい値差を決定
することに基づいてＰＣＩに関連するＣＳＩ－ＲＳおよびＣＲＳを決定することができる
。いかなる場合でも、説明されたように、ハンドオーバ決定、キャリアアグリゲーション
においてＳセルとしてキャリアを追加するための決定、または複数の接続性などは、報告
された測定値に基づいて、ｅＮＢ７０６または関連セルからなる（be made of）ことがで
きる。例えば、ＵＥ７０２の通信コンポーネント６６１は、例えば１つまたは複数のプロ
セッサ７０３およびメモリ７０５に連動して、および／または、ｅＮＢ７０４の通信コン
ポーネント６０２は、例えば１つまたは複数のプロセッサ７５３およびメモリ７５５に連
動して、ハンドオーバに対する決定を為す、キャリアを追加する、などのために使用され
る決定ロジックを有する決定コンポーネントを含み得る。これに関してＰＬＭＮに関連す
るｅＤＲＳ測定値を報告するためにＵＥ７０２を構成することによって、ｅＮＢ７０４は
、ハンドオーバ決定、キャリアを追加するための決定、などのために、同じＰＬＭＮにお
けるセルを考慮することができる。
【００７２】
　[0081]　一例において、ｅＤＲＳ測定コンポーネント７１０は、１つまたは複数のＣＲ
Ｓの測定(ＣＲＳ測定と称される)だけでなく、１つまたは複数のＣＳＩ－ＲＳの測定(Ｃ
ＳＩ－ＲＳ測定と称される)を遂行することができる。ｅＤＲＳ報告コンポーネント７１
２は、ｅＮＢ７０４に、ＣＳＩ－ＲＳ測定値およびＣＲＳ測定値を提供し得る。例えば、
ｅＤＲＳ測定コンポーネント７１０は、ｅＮＢ７０６または関連セルからのｅＤＲＳを受
信および測定し得る。この例において、通信コンポーネント６０２は、ＵＥ７０２からの
ＣＳＩ－ＲＳ測定値およびＣＲＳ測定値を受信することができ、および、ＰＬＭＮ決定コ
ンポーネント７２４は、信号に対応する１つまたは複数のセルに関連するＰＬＭＮを、決
定することができる。一例において、ＰＬＭＮ決定コンポーネント７２４は、ＣＳＩ－Ｒ
ＳおよびＣＲＳの測定値(例えば、信号強度)を比較することができ、類似の測定値を有す
るＣＳＩ－ＲＳおよびＣＲＳをリンクすることができる。ＰＬＭＮ決定コンポーネント７
２４はその後、リンクされたＣＳＩ―ＲＳ測定値およびＣＲＳ測定値が、同じセルに関連
するかどうかを決定することができ(例えば、測定値に基づくだけでなく、ＣＲＳおよび
ＣＳＩ－ＲＳにおけるＰＣＩに基づいて)、そうである場合、ｅＮＢ７０４は、測定値(例
えば、測定値が、しきい値を達成する、サービングセルのそれからのしきい値差を達成す
る、サービングセルからの測定値がしきい値より小さい時のしきい値を達成する、などの
場合)に基づいて、ＵＥ７０２をＰＬＭＮにおける測定されたセル（例えば、ｅＮＢ７０
６のセル)に対してハンドオーバするかどうか、ＰＬＭＮにおける測定されたセル(例えば
、ｅＮＢ７０６のセル)を介してＵＥ７０２と接続するためにキャリアを追加するかどう
か、などを決定することにおいて、測定値を考慮することができる。加えて、説明される
ようなこの例において、ｅＤＲＳ構成提供コンポーネント７２２は、１つまたは複数のセ
ルから検出されたＣＳＩ－ＲＳ測定値およびＣＲＳ測定値を報告するためにＵＥ７０２に
要求するように、ＵＥ７０２に構成を提供し得る。ｅＤＲＳ構成受信コンポーネント７１
６は、構成を受信することができ、および、ｅＤＲＳ報告コンポーネント７１２は従って
、ＣＳＩ－ＲＳ信号およびＣＲＳ信号の測定値を、報告することができる。
【００７３】
　[0082]　別の例において、ｅＤＲＳ測定比較コンポーネント７１４は、それらの相対的
な差を決定するために、測定されたＣＳＩ－ＲＳをＣＲＳと比較することができ、および
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、ｅＤＲＳ報告コンポーネント７１２は、ブロック８１２に関連して上述されたように、
サービングセルのＰＬＭＮに対応する測定値を決定するために、サービングセルに(例え
ば、ｅＮＢ７０４に)、しきい値差内である測定値を報告することができる。これは、同
様に、ｅＮＢ７０４に測定値を報告する前に、測定値を比較するようにＵＥ７０２を構成
しているｅＤＲＳ構成提供コンポーネント７２２に基づくことができる。例えば、ｅＤＲ
Ｓ構成提供コンポーネント７２２は、測定値を送ることの前に比較することをＵＥ７０２
に遂行させるように、ＵＥ７０２に１つまたは複数のパラメータを提供することができる
。ｅＤＲＳ構成受信コンポーネント７１６は、構成を受信することができ、従って、送る
ことの前に測定値を比較するように動作することができる。これは、サービングセルに測
定値を通信するためにＵＥ７０２に必要とされるシグナリングを削減することができる。
【００７４】
　[0083]　別の特定の例において、ｅＮＢ７０６は、ｅＤＲＳを送信し得、それは、特定
のＰＬＭＮにおけるｅＮＢｓ(または関連セル)によって共通に使用されることができるリ
ソースを使用してＣＳＩ－ＲＳのような基準信号を送信するｅＮＢ７０６を含むことがで
きる。これに関して、例えば、ＣＳＩ－ＲＳ送信のために使用されるリソースは、関連Ｐ
ＬＭＮを、識別することができる。この例において、ｅＤＲＳ構成提供コンポーネント７
２２は、ＰＬＭＮに対応しているあるリソース上でＣＳＩ－ＲＳを受信するようにＵＥ７
０２を構成することができる。ｅＤＲＳ構成受信コンポーネント７１６は、ｅＮＢ７０４
からのＣＳＩ－ＲＳ構成を受信することができる。従って、ｅＤＲＳ測定コンポーネント
７１０は、構成されたリソース上で受信されたＣＳＩ－ＲＳを測定することができる。一
例において、ｅＤＲＳ測定コンポーネント７１０は、リソース上でｅＮＢ７０６から受信
されたＣＳＩ－ＲＳを測定し得、ｅＤＲＳ報告コンポーネント７１２は、ハンドオーバ、
Ｓセルの追加、などに対してｅＮＢ７０６を考慮するためにｅＮＢ７０４によって提供さ
れる関連するサービングセルまたはｅＮＢ７０４に、ＣＳＩ－ＲＳ測定値を報告すること
ができる。
【００７５】
　[0084]　例えば、ｅＮＢ７０６は、ＣＳＩ－ＲＳを送信するための（例えば、関連する
ＰＳＳからの）あるサブフレームオフセット、ＣＳＩ－ＲＳに関連する１つまたは複数の
あるリソースインデックス(例えば、ＣＳＩ－ＲＳ送信に対応するＯＦＤＭシンボルの１
つまたは複数のリソースブロックおよび／またはリソースエレメントの複数のインデック
ス)、ＣＳＩ－ＲＳ信号をスクランブルするために使用されるスクランブリング識別子な
ど、を利用することができる。ｅＤＲＳ構成提供コンポーネント７２２は、ｅＤＲＳ測定
ためにＵＥ７０２を構成することにおいて、ＣＳＩ－ＲＳのこれらのパラメータを、特定
する（specify）ことができる。この例において、ｅＤＲＳ構成受信コンポーネント７１
６は、サブフレームオフセット、リソースインデックス、スクランブリング識別子などの
ようなパラメータを受信することができ、および、ｅＤＲＳ測定コンポーネント７１０は
、ｅＮＢ７０６および／または他のｅＮＢから受信された、検出している／測定している
ｅＤＲＳにおけるパラメータを、使用することができる。このように、ｅＤＲＳ報告コン
ポーネント７１２によって報告されたｅＤＲＳは、ＵＥ７０２に対するサービングセル（
例えば、ｅＮＢ７０４によって提供されたセル）と同じＰＬＭＮのｅＤＲＳを含むことが
できる。
【００７６】
　[0085]　別の例において、説明されたように、ｅＤＲＳ構成提供コンポーネント７２２
は、ＵＥ７０２にＰＬＭＮ識別子を提供することができ、ｅＤＲＳ構成受信コンポーネン
ト７１６は、ＰＬＭＮに関連付けられたｅＤＲＳに対する構成パラメータ(例えば、サブ
フレームオフセット、リソースインデックス、スクランブリング識別子、など)を決定す
るために、受信および使用することができる。この例において、ＵＥ７０２は、１つまた
は複数のＰＬＭＮ識別子および関連するｅＤＲＳ構成パラメータを記憶し得、それは、Ｕ
Ｅ７０２上の保存場所内(例えば、メモリカード、加入者識別情報（identity）モジュー
ルなどのような永続性ストレージ内、非永続性メモリストレージ内、など)に、記憶され
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ることができ、ネットワーク構成および／またはそのようなもの内で受信されることがで
きる。
【００７７】
　[0086]　さらに別の特定の例において、ｅＮＢ７０６は、ＰＬＭＮのセルのために構成
された１つまたは複数のパラメータに従って、ＰＳＳ、ＳＳＳなどのような同期信号、お
よび／または、ＣＲＳ、ＣＳＩ－ＲＳなどのような基準信号を、送信することができる。
例えば、ｅＮＢ７０６は、周期的に(例えば、あるサブフレームにおいて、各サブフレー
ムにおけるあるシンボルを介して、など)、擬似周期的に(例えば、送信ウィンドウ内のあ
るサブフレームにおいて、送信ウィンドウ内の各サブフレームにおけるあるシンボルを介
してなど、ここで、送信ウィンドウは周期的である)、および／またはそのようなもので
、信号を送信し得る。それゆえ、一例において、ｅＤＲＳ構成提供コンポーネント７２２
は、ｅＮＢ７０４のＰＬＭＮにおける同期信号または基準信号を送信するために使用され
る構成のパラメータを、提供することができる。従って、ｅＤＲＳ構成受信コンポーネン
ト７１６は、その構成を受信することができ、および、ｅＤＲＳ測定コンポーネント７１
０は、構成(例えば、１つまたは複数のパラメータに対応する決定された特性を有する同
期信号および／または基準信号)に基づいて、リソース上で受信された同期信号および／
または基準信号を、測定することができる。従って、ｅＤＲＳ報告コンポーネント７１２
は、ｅＤＲＳ構成提供コンポーネント７２２によって構成されたＰＬＭＮにおけるセルか
ら受信された信号の測定値を、報告する。別の例において、同様に上述されたように、ｅ
ＤＲＳ構成提供コンポーネント７２２は、ＵＥ７０２にＰＬＭＮ識別子を提供することが
でき、それからｅＤＲＳ構成受信コンポーネント７１６は、ＰＬＭＮのセルの同期信号送
信または基準信号送信に対する構成および１つまたは複数の関連するパラメータを決定す
ることができる。
【００７８】
　[0087]　図９は、ｅＤＲＳ構成を提供するおよび／または構成に基づいてｅＤＲＳｓを
送信するための例となる方法９００を例示する。図９の方法９００は、ここで、図７の例
となるシステム７００のｅＮＢ７０４(および、同様に、ｅＮＢ７０６)およびＵＥ７０２
の例となるアーキテクチャおよびコンポーネントに関連して議論されるであろう。方法９
００は、ブロック９０２で、ｅＤＲＳに関連付けられたＰＬＭＮを決定するためにｅＤＲ
Ｓを測定することに関連する構成を生成することを、含む。一態様において、ｅＤＲＳ構
成提供コンポーネント７２２は、例えば、１つまたは複数のプロセッサ７５３およびメモ
リ７５５に連動して、ｅＤＲＳに関連付けられたＰＬＭＮを決定するために、ｅＤＲＳを
測定することに関連する構成を生成することができる。例えば、説明されたように、ｅＤ
ＲＳ構成提供コンポーネント７２２は、１つまたは複数のセルから受信されたｅＤＲＳを
測定することおよび／または報告することに関してＵＥ７０２に命令するための構成を、
生成する。例えば、その構成は、サイクルおよび／またはオフセットパラメータ、サブフ
レームオフセット(例えば、ＰＳＳからの)、ＣＳＩ－ＲＳリソースインデックスまたは複
数のＣＳＩ－ＲＳリソースインデックス、スクランブリング識別子などのようなＣＳＩ－
ＲＳの送信に関連するパラメータ、ＣＳＩ－ＲＳ測定値およびＣＲＳ測定値を報告するこ
とに関連する１つまたは複数のしきい値（例えば、ｅＮＢ７０４に測定値を報告するため
のしきい値、測定値がそれより小さいと報告されるべきであるＣＳＩ－ＲＳ測定値とＣＲ
Ｓ測定値との間のしきい値差）、および／またはそのようなもののような、１つまたは複
数の同期信号または基準信号(例えば、ＰＳＳ、ＳＳＳ、ＣＲＳなど)のための周期性情報
を含むことができる。一例において、ｅＤＲＳ構成提供コンポーネント７２２は、ｅＮＢ
７０４のＰＬＭＮに関連する、ｅＮＢ７０４のメモリ内に記憶された構成などに基づいて
、１つまたは複数のコアネットワークコンポーネント(例えば、ネットワークに登録する
とき)から受信された構成に基づく構成を生成することができる。
【００７９】
　[0088]　方法９００はまた、ブロック９０４で、サービス提供されたＵＥに構成を提供
することを、含むことができる。一態様において、ｅＤＲＳ構成提供コンポーネント７２
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２は、例えば、１つまたは複数のプロセッサ７５３およびメモリ７５５に連動して、トラ
ンシーバ７５１を介して、ＵＥ７０２のようなサービス提供されたＵＥに、構成を提供す
ることができる。説明されたように、ＵＥ７０２は、１つまたは複数のセルからのｅＤＲ
Ｓを測定することおよび報告することを利用するための構成を受信するために、ｅＤＲＳ
構成受信コンポーネント７１６を、動作し得る。例えば、ＵＥ７０２は、ＣＳＩ－ＲＳお
よびＣＲＳを測定するためにｅＤＲＳ測定コンポーネント７１０を動作し得る、および、
構成に基づいて測定値を報告するためにおよび／または構成に基づいてしきい値差内であ
る、ある測定値を報告するために、ｅＤＲＳ報告コンポーネント７１２を動作し得る。別
の例において、上述のように、ＵＥ７０２のｅＤＲＳ測定コンポーネント７１０は、構成
におけるパラメータ(例えば、サブフレームオフセット、リソースインデックス、スクラ
ンブリング識別子など)に対応するＣＳＩ－ＲＳを測定することができ、構成におけるパ
ラメータ(例えば、周期性パラメータ)に対応するＰＳＳ／ＳＳＳ／ＣＲＳおよび／または
そのようなものを測定することができ、それは、ｅＮＢ７０４が同じＰＬＭＮにおけるｅ
ＮＢからの測定を受信することを、保証することができる。
【００８０】
　[0089]　方法９００はまた、ブロック９０６で、構成に少なくとも部分的に基づいて、
１つまたは複数のｅＤＲＳを、送信することを含む。一態様において、通信コンポーネン
ト６０２は、例えば、１つまたは複数のプロセッサ７５３およびメモリ７５５に連動して
、その構成に少なくとも部分的に基づいて、１つまたは複数のｅＤＲＳを、トランシーバ
７５１を介して送信することができる。説明されたように、これは、ｅＤＲＳ構成提供コ
ンポーネント７２２によって生成された構成に従って同期信号または基準信号のような１
つまたは複数のｅＤＲＳを送信することを、含むことができ、それは、ｅＤＲＳを受信す
るＵＥが、ＵＥのサービングセルに対してｅＤＲＳを識別するおよび報告することを可能
にするように、同じＰＬＭＮにおけるｅＮＢ中で共通であることができる。
【００８１】
　[0090]　方法９００は、ブロック９０８では、サービス提供されたＵＥからの１つまた
は複数のＣＲＳ測定値および１つまたは複数のＣＳＩ－ＲＳ測定値を受信することを随意
に含むことができる。通信コンポーネント６０２は、例えば、１つまたは複数のプロセッ
サ７５３およびメモリ７５５と連動して、ＵＥ７０２からの１つまたは複数のＣＲＳ測定
値および１つまたは複数のＣＳＩ－ＲＳ測定値を、トランシーバ７５１を介して受信する
ことができる。説明されたように、ＵＥ７０２は、様々なＰＣＩのためのＣＳＩ－ＲＳ測
定値およびＣＲＳ測定値を測定および報告することができ、それは、ｅＤＲＳ構成提供コ
ンポーネント７２２によって、ＵＥ７０２に提供される構成に基づき得る。
【００８２】
　[0091]　方法９００はまた、ブロック９１０で、１つまたは複数のＣＲＳ測定値および
１つまたは複数のＣＳＩ－ＲＳ測定値に対応する１つまたは複数のセルに関連するＰＬＭ
Ｎを決定することを、随意に含むことができる。一態様において、ＰＬＭＮ決定コンポー
ネント７２４は、例えば、１つまたは複数のプロセッサ７５３およびメモリ７５５に連動
して、１つまたは複数のＣＲＳ測定値および１つまたは複数のＣＳＩ－ＲＳ測定値に対応
する１つまたは複数のセルに関連するＰＬＭＮを決定することができる。例えば、ＰＬＭ
Ｎ決定コンポーネント７２４は、同じＰＣＩを有するＣＲＳおよびＣＳＩ－ＲＳを決定す
ることに基づいてＰＬＭＮのために測定されたＣＳＩ－ＲＳに対応し、（ＣＲＳおよびＣ
ＳＩ－ＲＳが同じｅＮＢから送信された可能性が高いような）しきい値差内の測定を有す
るＣＲＳを決定することができる。
【００８３】
　[0092]　方法９００はまた、ブロック９１２で、ＰＬＭＮおよび測定値に少なくとも部
分的に基づいて、１つまたは複数のセルにＵＥをハンドオーバするか、または、１つまた
は複数のセルでＵＥのためにキャリアを追加するかどうか、を決定することを、随意に含
み得る。一態様において、通信コンポーネント６０２は、例えば、１つまたは複数のプロ
セッサ７５３およびメモリ７５５と連動して、ＰＬＭＮおよび測定値に少なくとも部分的
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に基づいて、１つまたは複数のセルにＵＥ(例えば、ＵＥ７０２)をハンドオーバするか、
または、１つまたは複数のセルでＵＥ(例えば、ＵＥ７０２)のためにキャリアを追加する
かどうか、を決定することができる決定論理を有する決定コンポーネントを含み得る。そ
れゆえ、例えば、通信コンポーネント６０２は、説明されたように、ハンドオーバおよび
／またはキャリアアグリゲーションにおけるキャリア追加のために、ｅＮＢ７０４と同じ
ＰＬＭＮ内にあると決定されたセルを考慮することができ、および、対応する報告された
ＣＳＩ－ＲＳ測定値および／またはＣＲＳ測定値がしきい値を達成する、ｅＮＢ７０４の
測定からのしきい値差を達成する、ｅＮＢ７０４の測定値がしきい値より小さい場合のし
きい値を達成するなどの場合に、ＵＥをハンドオーバするか、および／または、ＵＥのた
めにキャリアを追加するかどうか、を決定することができる。
【００８４】
　[0093]　開示された処理におけるステップの特定の順序または階層は、例示的なアプロ
ーチの一例であることが理解される。設計の好み（preferences）に基づいて、処理にお
けるステップの特定の順序または階層は再配置され得ることが理解される。さらに、いく
つかのステップは、組み合わされ得る、または省略され得る。添付の方法請求項は、サン
プルの順序で様々なステップの要素を提示しており、提示された特定の順序または階層に
限定されることを意味しない。
【００８５】
　[0094]　前述の説明は、当業者が、ここで説明された種々の態様を実施することを可能
にするために提供される。これらの態様への様々な修正は、当業者に容易に明らかとなり
、本明細書に定義された一般的な原理は、他の態様に適用され得る。このように、請求項
は、ここに示される態様に限定されるように意図されず、請求項の文言と一貫する最大範
囲を与えられるべきであり、ここにおいて、単数における要素の参照は、そのように明確
に述べられていない限りは「１つおよび１つのみ」を意味するように意図されず、むしろ
「１つまたは複数」を意味するように意図される。そうでないと具体的に記載されない限
り、「いくつかの」という用語は、１つまたは複数を指す。当業者に知られているか、ま
たは後に知られることとなる、本明細書で説明された様々な態様の要素と構造的および機
能的に同等な物は全て、参照によって本明細書に明確に組み込まれ、請求項によって包含
されるように意図される。その上、本明細書のどの開示も、そのような開示が請求項に明
示的に記載されているかどうかにかかわらず、公に献呈されるようには意図されていない
。要素が「～のための手段」というフレーズを使用して明確に記載されていない限り、ど
の請求項の要素もミーンズプラスファンクションとして解釈されるべきではない。
　以下に本願発明の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　地上波公共移動通信ネットワーク（ＰＬＭＮ）におけるセルを測定するための方法であ
って、
　ライセンスされていないキャリア周波数上でセルの強化型発見基準信号（ｅＤＲＳ）を
受信することと、ここにおいて前記ｅＤＲＳは、少なくとも、基準信号送信または同期信
号送信を備える、
　サービングセルに関連付けられた構成に少なくとも部分的に基づいて前記セルに関する
前記ｅＤＲＳの測定を遂行することと、
　前記サービングセルに前記ｅＤＲＳの前記測定値を報告することと、
を備える、方法。
［Ｃ２］
　前記基準信号送信は、共通基準信号（ＣＲＳ）およびチャネル状態情報基準信号（ＣＳ
Ｉ－ＲＳ）を含み、前記ｅＤＲＳの前記測定値を報告することは、前記サービングセルに
ＣＲＳ測定値およびＣＳＩ－ＲＳ測定値を報告することを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記ＣＲＳ測定値と前記ＣＳＩ－ＲＳ測定値との間の差がしきい値差内にあるかどうか
を決定するために前記ＣＳＩ－ＲＳ測定値と前記ＣＲＳ測定値を比較することをさらに備
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え、前記ＣＲＳ測定値および前記ＣＳＩ－ＲＳ測定値を報告することは、前記差が前記し
きい値差内にあると決定することに少なくとも部分的に基づく、Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記構成を受信することをさらに備え、前記構成は、前記サービングセルからのサービ
ングＰＬＭＮのｅＤＲＳ送信に関し、前記ｅＤＲＳの測定を遂行することは、前記構成の
１つまたは複数のパラメータに少なくとも部分的に基づく、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記１つまたは複数のパラメータは、ＣＳＩ－ＲＳとして送信された前記ｅＤＲＳ送信
に関して識別されたスクランブリング識別子、リソースインデックス、またはサブフレー
ムオフセットのうちの１つまたは複数に対応する、Ｃ４に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記サービングセルからサービングＰＬＭＮのＰＬＭＮ　ＩＤを受信することと、
　前記ＰＬＭＮ　ＩＤに少なくとも部分的に基づいて前記構成を決定することと、ここに
おいて前記構成は、前記サービングＰＬＭＮのＣＳＩ－ＲＳとして送信されたｅＤＲＳに
関する、
　をさらに備え、
　前記ｅＤＲＳの測定を遂行することは、前記構成の１つまたは複数のパラメータに少な
くとも部分的に基づく、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記１つまたは複数のパラメータは、前記ＣＳＩ－ＲＳに関して識別されたスクランブ
リング識別子、リソースインデックス、またはサブフレームオフセットのうちの１つまた
は複数に対応する、Ｃ６に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記構成を受信することをさらに備え、前記構成は、前記サービングセルからのサービ
ングＰＬＭＮの、プライマリ同期信号送信、セカンダリ同期信号送信、または共通基準信
号送信に関し、前記ｅＤＲＳの測定を遂行することは、前記構成の１つまたは複数のパラ
メータに少なくとも部分的に基づく、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ９］
　前記サービングセルからサービングＰＬＭＮのＰＬＭＮ　ＩＤを受信することと、
　前記ＰＬＭＮ　ＩＤに少なくとも部分的に基づいて前記構成を決定することと、ここに
おいて前記構成は、前記サービングＰＬＭＮの、プライマリ同期信号送信、セカンダリ同
期信号送信、または共通基準信号送信に関する、
　をさらに備え、
　前記ｅＤＲＳの測定を遂行することは、前記構成の１つまたは複数のパラメータに少な
くとも部分的に基づく、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１０］
　地上波公共移動通信ネットワーク（ＰＬＭＮ）におけるセルを測定するためのユーザ機
器であって、
　トランシーバと、
　ワイヤレスネットワークにおいて信号を通信するためにバスを介して前記トランシーバ
と通信可能に結合された少なくとも１つのプロセッサと、
　前記バスを介して前記少なくとも１つのプロセッサおよび／または前記トランシーバと
通信可能に結合されたメモリと、
を備え、
　前記少なくとも１つのプロセッサおよび前記メモリは、
　前記トランシーバを介して、ライセンスされていないキャリア周波数上でセルの強化型
発見基準信号（ｅＤＲＳ）を受信することと、ここにおいて前記ｅＤＲＳは、少なくとも
、基準信号送信または同期信号送信を備える、
　サービングセルに関連付けられた構成に少なくとも部分的に基づいて前記セルに関する
前記ｅＤＲＳの測定を遂行することと、
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　前記トランシーバを介して、前記サービングセルに前記ｅＤＲＳの前記測定値を報告す
ることと、
　を行うように動作可能である、ユーザ機器。
［Ｃ１１］
　前記基準信号送信は、共通基準信号（ＣＲＳ）およびチャネル状態情報基準信号（ＣＳ
Ｉ－ＲＳ）を含み、前記少なくとも１つのプロセッサよび前記メモリは、少なくとも部分
的に前記サービングセルにＣＲＳ測定値およびＣＳＩ－ＲＳ測定値を報告することによっ
て前記ｅＤＲＳの前記測定値を報告するように動作可能である、Ｃ１０に記載のユーザ機
器。
［Ｃ１２］
　前記少なくとも１つのプロセッサおよび前記メモリは、前記ＣＲＳ測定値と前記ＣＳＩ
－ＲＳ測定値との間の差がしきい値差内にあるかどうかを決定するために前記ＣＳＩ－Ｒ
Ｓ測定値と前記ＣＲＳ測定値を比較するようにさらに動作可能であり、前記少なくとも１
つのプロセッサおよび前記メモリは、前記差が前記しきい値差内にあると決定することに
少なくとも部分的に基づいて前記ＣＲＳ測定値および前記ＣＳＩ－ＲＳ測定値を報告する
ように動作可能である、Ｃ１１に記載のユーザ機器。
［Ｃ１３］
　前記少なくとも１つのプロセッサおよび前記メモリは、前記構成を受信するようにさら
に動作可能であり、前記構成は、前記サービングセルからのサービングＰＬＭＮのｅＤＲ
Ｓ送信に関し、前記少なくとも１つのプロセッサおよび前記メモリは、前記構成の１つま
たは複数のパラメータに少なくとも部分的に基づいて、前記ｅＤＲＳの測定を遂行するよ
うに動作可能である、Ｃ１０に記載のユーザ機器。
［Ｃ１４］
　前記１つまたは複数のパラメータは、ＣＳＩ－ＲＳとして送信された前記ｅＤＲＳ送信
に関して識別されたスクランブリング識別子、リソースインデックス、またはサブフレー
ムオフセットのうちの１つまたは複数に対応する、Ｃ１３に記載のユーザ機器。
［Ｃ１５］
　前記少なくとも１つのプロセッサおよび前記メモリは、
　前記サービングセルからサービングＰＬＭＮのＰＬＭＮ　ＩＤを受信することと、
　前記ＰＬＭＮ　ＩＤに少なくとも部分的に基づいて前記構成を決定することと、ここに
おいて前記構成は、前記サービングＰＬＭＮのＣＳＩ－ＲＳとして送信されたｅＤＲＳに
関する、
　を行うようにさらに動作可能であり、
　前記少なくとも１つのプロセッサおよび前記メモリは、前記構成の１つまたは複数のパ
ラメータに少なくとも部分的に基づいて前記ｅＤＲＳの測定を遂行するように動作可能で
ある、Ｃ１０に記載のユーザ機器。
［Ｃ１６］
　前記１つまたは複数のパラメータは、前記ＣＳＩ－ＲＳに関して識別されたスクランブ
リング識別子、リソースインデックス、またはサブフレームオフセットのうちの１つまた
は複数に対応する、Ｃ１５に記載のユーザ機器。
［Ｃ１７］
　前記少なくとも１つのプロセッサおよび前記メモリは、前記構成を受信するようにさら
に動作可能であり、前記構成は、前記サービングセルからのサービングＰＬＭＮの、プラ
イマリ同期信号送信、セカンダリ同期信号送信、または共通基準信号送信に関し、前記少
なくとも１つのプロセッサおよび前記メモリは、前記構成の１つまたは複数のパラメータ
に少なくとも部分的に基づいて、前記ｅＤＲＳの測定を遂行するように動作可能である、
Ｃ１０に記載のユーザ機器。
［Ｃ１８］
　前記少なくとも１つのプロセッサおよび前記メモリは、
　前記サービングセルからサービングＰＬＭＮのＰＬＭＮ　ＩＤを受信することと、
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　前記ＰＬＭＮ　ＩＤに少なくとも部分的に基づいて前記構成を決定することと、ここに
おいて前記構成は、前記サービングＰＬＭＮの、プライマリ同期信号送信、セカンダリ同
期信号送信、または共通基準信号送信に関する、
　を行うようにさらに動作可能であり、
　前記少なくとも１つのプロセッサおよび前記メモリは、前記構成の１つまたは複数のパ
ラメータに少なくとも部分的に基づいて前記ｅＤＲＳの測定を遂行するように動作可能で
ある、Ｃ１０に記載のユーザ機器。
［Ｃ１９］
　地上波公共移動通信ネットワーク（ＰＬＭＮ）におけるセルを測定するためのユーザ機
器であって、
　ライセンスされていないキャリア周波数上でセルの強化型発見基準信号（ｅＤＲＳ）を
受信するための手段と、ここにおいて前記ｅＤＲＳは、少なくとも、基準信号送信または
同期信号送信を備える、
　サービングセルに関連付けられた構成に少なくとも部分的に基づいて前記セルに関する
前記ｅＤＲＳの測定を遂行するための手段と、
　前記サービングセルに前記ｅＤＲＳの前記測定値を報告するための手段と、
　を備える、ユーザ機器。
［Ｃ２０］
　前記基準信号送信は、共通基準信号（ＣＲＳ）およびチャネル状態情報基準信号（ＣＳ
Ｉ－ＲＳ）を含み、前記報告するための手段は、前記サービングセルにＣＲＳ測定値およ
びＣＳＩ－ＲＳ測定値を報告する、Ｃ１９に記載のユーザ機器。
［Ｃ２１］
　前記構成を受信するための手段をさらに備え、前記構成は、前記サービングセルからの
サービングＰＬＭＮのｅＤＲＳ送信に関し、前記遂行するための手段は、前記構成の１つ
または複数のパラメータに少なくとも部分的に基づいて前記ｅＤＲＳの測定を遂行する、
Ｃ１９に記載のユーザ機器。
［Ｃ２２］
　前記サービングセルからサービングＰＬＭＮのＰＬＭＮ　ＩＤを受信するための手段と
、
　前記ＰＬＭＮ　ＩＤに少なくとも部分的に基づいて前記構成を決定するための手段と、
ここにおいて前記構成は、前記サービングＰＬＭＮのＣＳＩ－ＲＳとして送信されたｅＤ
ＲＳに関する、
　をさらに備え、
　前記遂行するための手段は、前記構成の１つまたは複数のパラメータに少なくとも部分
的に基づいて前記ｅＤＲＳの測定を遂行する、Ｃ１９に記載のユーザ機器。
［Ｃ２３］
　前記構成を受信するための手段をさらに備え、前記構成は、前記サービングセルからの
サービングＰＬＭＮの、プライマリ同期信号送信、セカンダリ同期信号送信、または共通
基準信号送信に関し、前記遂行するための手段は、前記構成の１つまたは複数のパラメー
タに少なくとも部分的に基づいて前記ｅＤＲＳの測定を遂行する、Ｃ１９に記載のユーザ
機器。
［Ｃ２４］
　前記サービングセルからサービングＰＬＭＮのＰＬＭＮ　ＩＤを受信するための手段と
、
　前記ＰＬＭＮ　ＩＤに少なくとも部分的に基づいて前記構成を決定するための手段と、
ここにおいて前記構成は、前記サービングＰＬＭＮの、プライマリ同期信号送信、セカン
ダリ同期信号送信、または共通基準信号送信に関する、
　をさらに備え、
　前記遂行するための手段は、前記構成の１つまたは複数のパラメータに少なくとも部分
的に基づいて前記ｅＤＲＳの測定を遂行する、Ｃ１９に記載のユーザ機器。
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［Ｃ２５］
　地上波公共移動通信ネットワーク（ＰＬＭＮ）におけるセルを測定するためのコンピュ
ータ実行可能コードを備えるコンピュータ可読記憶媒体であって、前記コードは、
　ライセンスされていないキャリア周波数上でセルの強化型発見基準信号（ｅＤＲＳ）を
受信するためのコードと、ここにおいて前記ｅＤＲＳは、少なくとも、基準信号送信また
は同期信号送信を備える、
　サービングセルに関連付けられた構成に少なくとも部分的に基づいて前記セルに関する
前記ｅＤＲＳの測定を遂行するためのコードと、
　前記サービングセルに前記ｅＤＲＳの前記測定値を報告するためのコードと、
　を備える、コンピュータ可読記憶媒体。
［Ｃ２６］
　前記基準信号送信は、共通基準信号（ＣＲＳ）およびチャネル状態情報基準信号（ＣＳ
Ｉ－ＲＳ）を含み、前記報告するためのコードは、前記サービングセルにＣＲＳ測定値お
よびＣＳＩ－ＲＳ測定値を報告する、Ｃ２５に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
［Ｃ２７］
　前記構成を受信するためのコードをさらに備え、前記構成は、前記サービングセルから
のサービングＰＬＭＮのｅＤＲＳ送信に関し、前記遂行するためのコードは、前記構成の
１つまたは複数のパラメータに少なくとも部分的に基づいて前記ｅＤＲＳの測定を遂行す
る、Ｃ２５に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
［Ｃ２８］
　前記サービングセルからサービングＰＬＭＮのＰＬＭＮ　ＩＤを受信するためのコード
と、
　前記ＰＬＭＮ　ＩＤに少なくとも部分的に基づいて前記構成を決定するためのコードと
、ここにおいて前記構成は、前記サービングＰＬＭＮのＣＳＩ－ＲＳとして送信されたｅ
ＤＲＳに関する、
　をさらに備え、
　前記遂行するためのコードは、前記構成の１つまたは複数のパラメータに少なくとも部
分的に基づいて前記ｅＤＲＳの測定を遂行する、Ｃ２５に記載のコンピュータ可読記憶媒
体。
［Ｃ２９］
　前記構成を受信するためのコードをさらに備え、前記構成は、前記サービングセルから
のサービングＰＬＭＮのプライマリ同期信号送信、セカンダリ同期信号送信、または共通
基準信号送信に関し、前記遂行するためのコードは、前記構成の１つまたは複数のパラメ
ータに少なくとも部分的に基づいて前記ｅＤＲＳの測定を遂行する、Ｃ２５に記載のコン
ピュータ可読記憶媒体。
［Ｃ３０］
　前記サービングセルからサービングＰＬＭＮのＰＬＭＮ　ＩＤを受信するためのコード
と、
　前記ＰＬＭＮ　ＩＤに少なくとも部分的に基づいて前記構成を決定するためのコードと
、ここにおいて前記構成は、前記サービングＰＬＭＮの、プライマリ同期信号送信、セカ
ンダリ同期信号送信、または共通基準信号送信に関する、
　をさらに備え、
　前記遂行するためのコードは、前記構成の１つまたは複数のパラメータに少なくとも部
分的に基づいて前記ｅＤＲＳの測定を遂行する、Ｃ２５に記載のコンピュータ可読記憶媒
体。
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